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障がい者水泳等に関するアンケート調査結果（要約） 
 

一般社団法人日本身体障がい者水泳連盟 

Japanese Para-Swimming Federation 

 

1. 調査の目的 

本調査は、一般社団法人日本身体障がい者水泳連盟の競技会に参加しいている「競技

会参加会員」及び競技者を支援する「技術支援会員」を対象に、競技会参加会員にあっ

ては「自身の練習環境や競技に対する考え方など日頃感じている障がい者スポーツに関

わる課題」などに関して、技術支援会員には「自身の活動や競技に対する考え方、日頃

感じているパラ水泳に関する課題」などの意見を聞き、今後の当連盟が実施する大会や

障がい者スポーツのトレーニング環境の改善に活用するための基礎資料とするもので

ある。 

 

2. 調査の方法 

(1) 調査対象 一般社団法人日本身体障がい者水泳連盟の 

競技会参加会員（選手）682 人及び技術支援会員 67 人 

(2) 調査方法 郵送による配布及び回収 

(3) 調査期間 2017 年 9 月 30 日から 10 月 13 日まで 

(4) 主な調査内容 

ｱ. 競技会参加会員（選手）に対して 

① 競技歴について 

② 障がい者の水泳を取り巻く練習環境について 

③ 大会への参加のことについて 

④ 東京 2020 年パラリンピックのことについて 

⑤ 当連盟のことについて 

ｲ. 技術支援会員に対して 

① 障がい者の水泳を取り巻く環境について 

② 日頃の大会への参加のことについて 

③ 東京 2020 年パラリンピックのことについて 

④ 当連盟のことについて 

 

3. 配布・回収状況 

 調査票配布数 有効配布数※1 回収数 回収率※2 

競技会参加会員 682 673 390 57.9％ 

技術支援会員 67 64 45 70.3％ 
※1 有効配布数：調査票配布数からあて先不明を除いたもの 
※2 回収率＝回数数÷有効配布数×100 
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4. アンケート調査結果の要約 

(1)「競技会参加会員（選手）」に対するアンケート結果 

◆当連盟として、このようなアンケート実施は初めてであり、パラ全体の競技団体を通

してもこのような調査結果は見当たらず、貴重な資料である。 

◆回収率が 57.9％と多く、連盟への帰属意識や関心が高い。 

◆回答者の属性では 20 歳未満の回答が 20.0％と多く、20 代の 13.1％を足すと 33.1％

と若い世代の関心が高い。 

◆障がいの種類では、肢体不自由が多く約 7 割を占める。その中でも機能障がいが 

27.9％と多い。また障がいの「重い軽い」を表すクラスは、７・８・９といった比較的

軽い障がいが約 7 割となっている。 

◆受傷時期については、中途障がい者が 58.7％と多く、また 20歳未満が 41.9％と多い。 

◆水泳を始めたきっかけでは、リハビリや家族の勧めで 62.5％を占め、学校の授業やク

ラブ活動は 15.6％と比較的少ない。 

◆水泳を始めるのに影響を受けた人物では、友人や知人が 32.1％と多く、その次に監

督・コーチ 25.6％、父母・兄弟 19.5％となっており、先生など学校関係者は 7.4％と少

ない。 

◆パラリンピックを目指す理由も尋ねたところ、「可能性を試したい」、「目標をもって

頑張れる」、「競技者としてトップを目指す」などポジティブな考えが多い。 

◆選手の練習環境では公共のプールを利用している選手が 59.2％と多く、次いで障がい

者スポーツセンター41.3％となっている。また、練習環境では、満足している人は 34.6％

である。何らかの不満を持っている選手も多く、練習場所がない 55.0％、あっても施設

が使いにくい 36.0％、指導者がいない 35.1％などの課題を抱えている。施設の不満で

は「バリアフリーの問題」、「公共プールではパドルなどの用具が使えない」、「専門性を

もった指導者がいない」という様子が伺える。 

◆選手の練習回数などでは、半数以上が練習回数を増やすことを望んでいるが、現状は

週に 1～2 回にとどまっている。その理由は、「送迎の確保が難しい」、「仕事や学業との

両立」などとなっている。また、練習プールの確保について何等かの苦労があったとす

る選手は約半数に上る。特に、障がい別では「脊髄損傷、視覚障がい」に苦労の度合い

が高く、競技を目指す選手では、6 割弱の選手がプールの確保に苦労したと回答してお

り、アスリートを目指す選手の練習環境が整っていないことがわかる。 

◆練習プールの確保の際に障がい者への差別や偏見があったと思うかとの問いには、

44.0％が差別や偏見を感じている反面、52.4％の選手は「見慣れないものへの興味や心

配」、「公共プールでの一般の利用者理解の難しさ」と言った他の理由を上げている。 

◆競技大会への参加について、当連盟主催・共催大会以外の一般大会への参加について、

参加したことがあると回答した選手は 51.5％となっており、マスターズ大会をあげる選

手が多い。これは、受け入れ側のマスターズ大会が障がい者も参加できる大会としてい

ることの理由が大きい。一方、一般大会が参加できる制度になっていないという理由を

挙げる選手も多く、障がい者の参加が認められていないことに対して、「競技を目指す
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障がい者には参加できるようにすべき」、「障がい者も参加できるようにすべき」とする

選手は 82.1％に上る。実態として県民大会・市民大会と言っても競技を目指す選手を受

け入れているところは少なく、競技ルールが異なるとして、出ても失格にされた経験を

持つ選手もいる。 

＊豪州等では、競技規則をＦＩＮＡ規則とＷＰＳ（世界パラ水泳連盟）規則の両方の規則適用

として、競技を目指す障がい者を受け入れている。 

◆東京 2020 年パラリンピックへの関わりについて、大会への参加希望を聞いたところ、

選手として参加したいが 40.8％、次にテレビなどで応援参加 21.3％、観客として参加

16.4％、ボランティアとして参加 9.2％となっている。 

◆東京 2020 年パラリンピックのレガシーとして共生社会の実現については、実現には

時間がかかるとした選手は 54.6％に上っている。 

◆東京 2020 年パラリンピック終了後の当連盟存続への危機感については、会員として

の登録料を増額してでも、存続を望む声が大きい。 

◆自由意見欄については様々な意見や提案をいただいた。幼少期からの学校におけるプ

ログラムや全国中学校大会やインターハイなどに、障がい者も出場できることが必要と

する声もあった。 

 

(2)選手アンケート調査の中から将来のアスリート発掘する参考として、学校との関係の部

分をクロス集計から分析 

①「学校の授業やクラブ活動」が「水泳を始めたきっかけ」となっているのかを「性別」

「年齢」「障害クラス」「障害区分」「受傷・発症区分」別に把握したところ 

◆男女別では、男子の方が 17.5％。女子 12.5％に比して多くなっている。 

◆年齢別では、30 代 24.1％、20 歳未満 21.8％、20 代 19.6％となっている。 

◆障がいの重い軽いを表す障がい別やクラス別では、視覚障がい者 45.2％、聴覚障がい

者 38.5％と多く、肢体不自由では７～１０、２１の軽い障がいの選手が 2 割強と多く、

障がい別では、脊髄損傷者 6.3％、機能障がい 7.3％と少なくなっている。この結果から

は、主に車いす選手について、学校におけるスポーツへのきっかけづくりが弱いと考え

られる。また、視覚障がい者や聴覚障害者は特別支援学校との関係性が大きいと考えら

れる。 

◆受傷・発症区分では、先天性の障がいが 21.1％と中途障がい 11.8％よりも学校での

きっかけが多くなっている。 

 

②「先生などの学校関係者」が「水泳を始めるにあたって影響を受けた人物」となって

いるのかを「性別」「年齢」「障害クラス」「障害区分」「受傷・発症区分」別に把握し

たところ 

◆男女別では、男子の方が 8.8％、女子 5.2％と男子が多くなっている。 

◆年齢別では、30 代 14.8％、20 代 11.8％、20 歳未満 10.3％となっている。 

◆障がい別では視覚障がい者が 14.3％と多く、次いで脳性マヒが 13.0％となっている。 
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◆受傷・発症区分では、先天性障がいが 11.2％と中途障がい 5.2％よりも多くなってい

る。 

◆以上のことからは、特別支援学校で水泳競技を知る特定の先生による影響を受けた可

能性が高いと考えられる。 

③「学生・大学院生」と回答した人について、「水泳を始めたきっかけ」「水泳を始める

にあたって影響を受けた人物」「水泳の目的」を把握する。 

◆「学生・大学院生」が水泳を始めたきっかけは、「家族のすすめで」が最も多く 49.4％

であった。次いで「リハビリで始めた」（26.5％）、「学校の授業やクラブ活動で」（24.1％）

となっている。 

◆「学生・大学院生」が水泳を始めるにあたって影響を受けた人物は、「父母・兄弟な

ど」が最も多く 39.8％であった。次いで「監督やコーチ」、「トップアスリート」（とも

に 21.7％）、「8.友人や知人」（20.5％）となっている。 

◆「学生・大学院生」の水泳の目的は、「主にパラリンピックなどの競技を目指したい」

が最も多く 72.3％であった。次いで「主に健康維持」（13.4％）、「リハビリの手段とし

て」（20.5％）となっている。 

 

(3)「技術支援会員」に対するアンケート結果 

◆当連盟として、このようなアンケート実施は初めてであり、パラ全体の競技団体を

通してもこのような調査結果は見当たらず、貴重な資料である。 

◆回収率が 70.3％と多く、連盟への帰属意識や関心が高い。 

◆回答者の属性では、男性が 64.4％と多く、居住地は近畿が 33.3％と多く、ついで九

州 20.0％、関東 17.8％となっている。職業は理学療法士等医療関係専門職員が 33.3％

を占め、水泳指導コーチ・指導者を職業にしているものは 13.3％と少ない。所持してい

る資格では、障がい者指導者資格が 71.1％と多く、ついで（公財）日本水泳連盟競技役

員・指導員資格 57.8％となっている。 

◆当連盟の会員になった動機では、「障がい者水泳への寄与」が 68.9％であった。その

他「自分の仕事と関連するから」33.3％、「自分の知識・技術を役立てたい」28.9％と

いうことであった。水泳以外の他の活動では何もしていない人が 33.3％で、行ってい

る人では日本水泳連盟の活動を挙げる人が 28.9％と多い。 

◆当連盟の活動では、大会運営や研修、クラス分け業務、強化コーチなどを挙げる人が

多く、活動頻度はときどきなら可能とする人が多い。また、活動場所などの範囲では、

日本国内では活動可能であるが、海外までの活動は難しいとする傾向となっている。あ

くまでもボランティアベースでの活動であることが分かる。 

◆大会運営に参加している役割では、クラス分けや障がい泳法が多く、活動の満足度で

は、82.3％と満足度は高い。不満足と回答した人の理由としては、「ルールの変更、評

価方法の変更が多い」、「地域大会との情報共有に課題」、「業務が多くボランティアの範

囲を超えている」という内容であった。 
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◆東京 2020 年パラリンピックへの参加については、「競技役員として参加したい」

46.7％が最も多く、次いで「選手強化役員・コーチとして参加したい」が 28.9％とな

っている。そのための研修も受講するとの回答が多い。 

◆障がい者スイマーがおかれている環境について、どのように感じているかというと、

練習プールの確保に障がいを理由とする差別や偏見があると感じている人が多く、少し

はあるとした人も含めると 86.7％に上る。具体的な内容では、「健常者と違うサポート

が必要、あるいは指導上の安全を保証できないため、入会を断られた」、「障がいを理由

に選手コースへの入会を断られた」、「古い施設で段差があるため車イスでの練習が困難」

などハード面、ソフト面も含めて苦労している様子がうかがえる。選手アンケートより

も支援者の方が差別や偏見を感じていることがうかがわれ、ボランティアであってもか

かわりをもつ責任感からくるものと思われる。 

◆アスリートではなく、リハビリや健康維持に取り組む障がい者スイマーやレクリエー

ションとして取り組むスイマーの環境改善では、民間スポーツクラブでの受け入れや障

がい者スポーツセンターの増加や拡充を挙げる人が多く、そのための研修制度の確立が

必要とする人が多い。 

◆パラ水泳アスリートを目指して取り組むスイマーの練習環境については、民間スポー

ツクラブでの受け入れ、指導者のための研修制度の確立が必要とする人が圧倒的に多い。 

◆健常者大会への参加について、参加しているのを見たことがあるが人多く、マスタ

ーズ大会や様々な大会を挙げている。見たことがないと回答をした人に、参加してい

ない理由は何かと聞いたところ、「そもそも障がい者が参加できる制度になっていない

から」が 58.3％と最も多く、制度の改善を望む声が多い。 

◆東京2020年パラリンピックの開催の意義やレガシーとしての共生社会の実現につい

ては「実現には時間がかかる」が 71.1％となっており、「やや実現可能と思う」は 13.3％、

「実現可能と思う」は 11.1％であった。 

◆2020 年以降厳しくなる財政について、会費の値上げについての問いに対しては、現

状 4 年間で 8000 円を「10,000 円以上 12,000 円未満」なら可能が 51.1％と最も多かっ

た。 

◆その他自由意見も多く寄せられ、「予防医学の発展や少子化の影響で、日本障がい者

水泳連盟の会員数も少なくなっていると思われます。単独での運営が難しくなるでしょ

うから、日本水泳連盟と一体となり、運営するしか道はないのかなと思います」、「選手

が出場できる健常者との大会を増やして競技力を高めていけて、理解が得られる場を作

ってほしい」、「障がいがあっても泳げることを知らない障がい者もいます。もっと幅広

く参加でき、気軽に楽しめる機会や場所を提供することが普及につながると感じます」

などがある。 
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第Ⅰ部 競技会参加会員（選手）向けアンケート調査結果 
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Ⅰ．調査の概要 

 

１．調査の目的 

 

 本調査は、一般社団法人日本身体障がい者水泳連盟の競技会に参加しいている「競技

会参加会員」を対象に、「自身の練習環境や競技に対する考え方など日頃感じている障

がい者スポーツに関わる課題」などに関して意見を聞き、今後の当連盟が実施する大会

や障がい者スポーツのトレーニング環境の改善に活用するための基礎資料とするもの

である。 

 

 

２．調査の方法 

 

（１）調査対象 

一般社団法人日本身体障がい者水泳連盟の競技会参加会員 682 人 

（２）調査方法 

郵送による配付と回収 

（３）調査期間 

平成 29 年 9 月 30 日から 10 月 13 日 

（４）主な調査内容 

①競技歴について 

②障がい者の水泳を取り巻く練習環境について 

③大会への参加のことについて 

④東京２０２０年パラリンピックのことについて 

⑤当連盟のことについて 

 

 

３．配布・回収状況 

 

調査票配布数 有効配布数※1 回収数 回収率※2 

682 673 390 57.9％ 
※1 有効配布数：調査票配布数からあて先不明を除いたもの 
※2 回収率＝回数数÷有効配布数×100 
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４．報告書の見方 

 

（１）特に記載のない場合の単位は、すべて“人”である。 

（２）比率は、原則として各設問の無回答を含む集計対象総数（副設問では設問該当対

象数）に対する百分比（％）を表している。１人の対象者に２以上の回答を求める

設問では、百分比（％）の合計は 100％を超える。 

（３）分類別の表中の百分比（％）は、すべて各分類項目の該当対象数を 100％として

算出した。また、小数点以下第２位を四捨五入し、小数点以下第１位までを表示し

た。四捨五入の結果、個々の比率の合計と全体の示す数値とが一致しないことがあ

る。 

（４）クロス集計の結果を示す図表においては、分かりやすくするため回答肢の順番を

入れ替えているほか、「その他」、「無回答」は省略している。 

（５）記述意見については、本文中では概要のみを記述しており、全文については第Ⅲ

部にまとめて記載している。 
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Ⅱ．回答者の属性 

 

１．性別、年齢、職業 

回答者の性別は、「男性」64.40％、「女性」34.9％となっている。 

年齢は、「20 歳未満」20.0％、「40 歳代」18.2％、「50 歳代」14.1％の順に高い割合

になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の職業は、「会社員」31.3％、「学生・大学院生」21.3％の順に高い割合になっ

ている。その他の職業は、「主婦」「パート・アルバイト」「就労継続支援施設（Ａ型、

Ｂ型）」などであった。 
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２．障がいについて 

 

（１）障がいクラス 

障がいクラスについては、クラス

Ｓ（自由形、背泳ぎ、バラフライ）

では、身体の機能に関する障がい

S8・55 人が最も多く、S9・54 人、

S7・46 人、S6・44 人と続いている。 

クラス SB（平泳ぎ）では、S8・

55 人が最も多く、S9・45 人、S6・

42 人、S7・41 人と続いている。 

 クラス SM（個人ﾒﾄﾞﾚｰ）では、S8・

44 人が最も多く、S9・39 人、S6・

38 人、S7・32 人と続いている。 

クラス S、SB、SM ともに、クラ

ス 6～9（または 10）の回答者が多

い。 

 また、身体の機能に関する障がい

の他、視覚障がい、聴覚障がい、軽

い障がいの各クラスからの回答者が

あった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障がいの種

類 

クラ

ス 

ｸﾗｽ S 

自由形 

背泳ぎ 

ﾊﾞﾀﾌﾗｲ 

ｸﾗｽ SB 

平泳ぎ 

ｸﾗｽ SM 

個人ﾒﾄﾞﾚｰ

身体の機能

に関する障

がい 

1 2 2 1

2 5 4 3

3 5 6 2

4 7 11 8

5 15 23 10

6 44 42 38

7 46 41 32

8 55 55 44

9 54 45 39

10 30 1 19

視覚障がい 11 7 4 3

  12 7 5 4

  13 17 14 12

聴覚障がい 15 13 7 7

軽い障がい 21 27 14 18

 合計 334 274 240

 クラス不明 14 4 1

 無回答 42 112 149

 総計 390 390 390

単位：人 
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（２）障がい区分 

回答者の障がい区分は、「5.機能障がい」27.9%、「3.切断・欠損」18.5%、「4.脳性

マヒ」17.7%の順となっている。 

「7.その他」については、「下肢障がい（人工関節含む）」「片下肢不完全・片上肢

不完全」「頸髄損傷」など様々な障がいが回答されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）障がいの受傷・発症について 

障がいの受傷・発症は、「2.中途障がい」58.7%、「1.先天性障がい」39.0%となっ

ている。 

「2.中途障がい」の人の受傷・発症時期は、「1.20 歳未満」41.9%、「2.20 歳代」17.5%、

「3.30 歳代」16.2%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集計条件＝4(3)受傷発症(2.中途障がい) 



－7－ 
 

Ⅲ．競技歴について 

 

１．水泳を始めたきっかけ 

 

「6.リハビリで始めた」36.9%と回答した人が最も多く、「4.家族のすすめで」25.6%、

「5.友人や知人のすすめで」18.5%、「1.学校の授業やクラブ活動で」15.6%と続く。 

一方、「8.国際大会（ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ、世界選手権等）を観戦して」「9.国内大会（障がい

者ｽﾎﾟｰﾂ大会、国民体育大会等）を観戦して」「10.講習会や交流会で紹介されて」「11.ﾃ

ﾚﾋﾞや雑誌などﾒﾃﾞｨｱを通じて」などが、水泳を始めたきっかけとなった人は少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1.学校の授

業やクラブ

活動で 

2.医療関係者

のすすめで 

3.福祉関係

者のすすめ

で 

4.家族のす

すめで 

5.友人や知

人のすすめ

で 

6.リハビリ

で始めた 

7.受傷・発症

前からして

いた 

61 37 24 100 72 144 50 

15.6% 9.5% 6.2% 25.6% 18.5% 36.9% 12.8% 

 

（重複回答) 
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8.国際大会
（ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ、世

界選手権等）を

観戦して 

9.国内大会（障

がい者ｽﾎﾟｰﾂ大会、

国民体育大会等）

を観戦して 

10.講習会や

交流会で紹

介されて 

11.ﾃﾚﾋﾞや雑

誌などﾒﾃﾞｨｱ

を通じて 

12.その他 無回答 サンプル数 

7 10 12 11 66 2 390 

1.8% 2.6% 3.1% 2.8% 16.9% 0.5% 100.0% 

 

２．水泳を始めるにあたって影響を受けた人物 

 

「8.友人や知人」32.1%が最も多く、「6.監督やコーチ」25.6%、「4.父母・兄弟など」

19.5%、「7.トップアスリート」16.7%となっている。 

なお、「10.その他」については、「いとこ、子ども、祖母」や「自身の意思」などの

ほか、「県大会に出場していた他の選手」「市内の脊損の方が水泳をしていたので」「プ

ールの中で知り合った人」や「障がい者水泳指導者」「障がい者センター職員」「水泳協

会の方々、連盟会長、役員」などが水泳を始めるにあたって影響を受けた人物として挙

げられていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.医師 

2.理学療法士

など医療関係

者 

3.介護士など

福祉関係者 

4.父母・兄弟な

ど 

5.先生など学

校関係者 

6.監督やコー

チ 

19 34 9 76 29 100 

4.9% 8.7% 2.3% 19.5% 7.4% 25.6% 

（重複回答) 
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7.トップアス

リート 
8.友人や知人 9.先輩や後輩 10.その他 無回答 サンプル数 

65 125 30 64 23 390 

16.7% 32.1% 7.7% 16.4% 5.9% 100.0% 

 

３．水泳以外で行っているスポーツや今後行ってみたい運動・スポーツ 

 

「9.水泳以外にない」42.6%と回答した人が最も多く、「8.その他」28.5%、「1.陸上競

技」13.3%となっている。 

「8.その他」には、「アーチェリー」「車イスアルティメット」「スキー（チェアスキ

ー含む）」「スキューバダイビング」「サーフィン」「乗馬」「登山、ボルダリング」「バス

ケットボール（車イスバスケットボール、ツインバスケット含む）」「バトミントン（車

イスバトミントン含む）」「サッカー（フットサル含む）」「テニス（ソフトテニス、ショ

ートテニス、ブラインドテニス含む）」など多種多様な運動・スポーツが挙げられてい

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.陸上競技 
2.車いすテニ

ス 
3.卓球 

4.トライアス

ロン 
5.自転車 6.テコンドー

52 9 39 41 39 4 

13.3% 2.3% 10.0% 10.5% 10.0% 1.0% 

7.パワーリフ

ティング 
8.その他 

9.水泳以外に

ない 
無回答 サンプル数 

7.パワーリフ

ティング 

9 111 166 15 390 9 

2.3% 28.5% 42.6% 3.9% 100.0% 2.3% 

 

（重複回答) 
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４．水泳の目的 

 

水泳の目的は、「1.主にパラリンピックなど競技を目指したい」43.8%、「3.主に健康

維持・リハビリの手段として」31.3%、「2.レクリエーションとして仲間と楽しむ」12.1%

となっている。 

「4.その他」には、「記録会、競技大会を目指して」など大会へ出場し入賞や記録更

新を目指してという回答が多かったほか、「仲間との交流」「楽しいから」という回答も

挙げられていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1.主にﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟ

ｯｸなど競技を

目指したい 

2.レクリエー

ションとして

仲間と楽しむ 

3.主に健康維

持・リハビリの

手段として 

4.その他 5.無回答 合 計 

171 47 122 46 4 390 

43.8% 12.1% 31.3% 11.8% 1.0% 100.0% 

 

また、問 8-1 で「1.主にパラリンピックなど競技を目指したい」と回答した人につい

て、その理由を聞いたところ、次のような理由が挙げられていた。 

 
問 8-1 で「1.主にパラリンピックなど競技を目指したい」の回答（抜粋） 
 
・自分の可能性を試してみたい。 
・目標がある方が頑張れるから。 
・競技を始めた限りトップを目指したいから。メダルを取りたいから。 
・世界の舞台で活躍したいから。 
・トップアスリートたちにあこがれ、自分もそうなりたいと思ったから。 
・2020 年自国開催なので。 
・大きな大会に出ることによって、大きな自信になると思うから。 
・様々な大会に出場し記録を樹立したときの達成感や存在感、あるいは挑戦をすることへ

の生きがい。 
・競技を目指して頑張っている仲間と一緒に夢を追いかけてみたいから。 
・ほかの人に勇気や希望を送りたい。 
・ここまで育ててくれた人たちへの感謝や仲間・家族などの期待に応えたい。 
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Ⅳ．障がい者の水泳を取り巻く練習環境について 

 

１．現在の練習環境等 

 

（１）練習環境の満足度 

現在の練習環境については、「1.満足している」は 34.6%にとどまっており、「3.不

満がある」は 28.5%、「2.どちらともいえない」についても 35.9%となっており、何

らかの不満があるとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1.満足してい

る 

2.どちらと

もいえない 
3.不満がある 4.無回答 合      計 

135 140 111 4 390 

34.6% 35.9% 28.5% 1.0% 100.0% 

 

（２）練習環境に対する不満の理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（重複回答) 
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1.練習場所

がない、遠い 

2.施設が使

いにくい 

3.指導者が

いない 

4.指導者に

不満がある
5.その他 無回答 サンプル数

61 40 39 17 12 1 111 

55.0% 36.0% 35.1% 15.3% 10.8% 0.9% 100.0% 

 

現在の練習環境について「不満がある」と回答した人にその理由を聞いたところ、

「1.練習場所がない、遠い」55.0%、「2.施設が使いにくい」36.0%、「3.指導者がいな

い」35.1%、「4.指導者に不満がある」15.3%という結果であった。 

なお、「5.その他」としては、「駅から遠い。」「時間と金銭的余裕がない。」「スター

ト練習できるプールがほとんどない。」「住んでいる地域に室内の長水路プールがな

い。」などが挙げられていた。 

 

①練習場所の施設が使いにくい理由について（抜粋） 

・バリアフリーになっていない。 

・25ｍプールがない。 

・車イス用駐車場がない。 

・市民プールで道具をつかえない。 

・障がいがあるため介助者が必要。 

 

②指導者がいない理由（抜粋） 

・身体障がい者の指導ができる水泳指導者がいない。 

・時間的制約がある。 

・近くに良いコーチがいない。 

 

③指導者はいるが不満がある理由（抜粋） 

・個々の障がいや可動域にあった泳法の指導や練習メニューではない。 

・指導者はボランティアなので、十分な時間を確保してもらうのが難しい。 

・指導頻度が少ない。 

 

２．主な練習場所 

 

主な練習場所となっているプールは、「2.公共のプール」59.2%が最も多く、次いで「1.

障がい者スポーツセンターのプール」41.3%、「3.スイミングクラブのプール」32.8%と

なっている。 

「6.その他」の練習場所は、「会員制のスポーツクラブ」「スポーツジム」などの回答

があった。 
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1.障がい

者ｽﾎﾟｰﾂｾﾝ

ﾀｰのﾌﾟｰﾙ 

2.公共の

ﾌﾟｰﾙ 

3.ｽｲﾐﾝｸﾞｸ

ﾗﾌﾞのﾌﾟｰﾙ 

4.学校の

ﾌﾟｰﾙ 

5.連盟強

化拠点の

ﾌﾟｰﾙ 

6.その他 無回答 
サンプル

数 

161 231 128 29 16 19 3 390 

41.3% 59.2% 32.8% 7.4% 4.1% 4.9% 0.8% 100.0%

 

３．練習回数について 

 

（１）現在の練習回数 

現在の練習回数は、「3.週に１～２回程度」37.7%が最も多く、次いで「2.週に３回

以上」31.8%、「1.ほぼ毎日」15.4%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.ほぼ毎

日 

2.週に３

回以上 

3.週に１

～２回程

度 

4.月に１

～２回程

度 

5.不定期

に時々 
6.その他 7.無回答 合 計 

60 124 147 25 26 5 3 390 

15.4% 31.8% 37.7% 6.4% 6.7% 1.3% 0.8% 100.0%

（重複回答) 
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（２）練習回数に対する希望 

練習回数は「3.今のままでよい」という人は 43.3%である一方、「1.増やしたい」

32.1%、「2.増やしたいが、困難である」22.8%となっており、合わせると 54.9%で半

数以上の人が現在より練習回数を増やすことを望んでいる。 

「2.増やしたいが、困難である」とした人のその理由は、「送迎の確保が難しい」「仕

事や学業との両立」「家事や育児との両立」「介助者の確保」「体調の不良」などが挙

げられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.増やしたい 
2.増やしたい

が、困難である 

3.今のままで

よい 
4.減らしたい 5.無回答 合 計 

125 89 169 1 6 390 

32.1% 22.8% 43.3% 0.3% 1.5% 100.0% 

 

４．練習プールの確保について 

 

（１）練習プールの確保の苦労 

練習プールを確保する上での苦労について、「1.あった」19.5%、「2.少しはあった」

30.0%であり、合わせると 49.5%が何らかの苦労あったとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1.あった 2.少しはあっ 3.なかった 4.無回答 合 計 
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た 

76 117 191 6 390 

19.5% 30.0% 49.0% 1.5% 100.0% 

 

【障がい区分別の練習プールの確保の苦労について】 

「4(2)障がい区分」別の「13-1.練習プールを確保する上での苦労」をみると、「2.

脊髄損傷」の人で苦労が「1.あった」34.4%「2.少しはあった」34.4%となっており、

合わせると７割弱（68.8%）の人が何らかの苦労があったと回答している。 

次いで「1.視覚障がい」の人が 52.4％（「1.あった」「2.少しはあった」の合計）、「3.

切断・欠損」の人が 51.4%の順となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 1.あった 2.少しはあった 3.なかった 4.無回答 合 計 

2.脊髄損傷 
11 11 10 0 32 

34.4% 34.4% 31.3% 0.0% 100.0% 

1.視覚障がい 
12 10 19 1 42 

28.6% 23.8% 45.2% 2.4% 100.0% 

3.切断・欠損 
8 29 34 1 72 

11.1% 40.3% 47.2% 1.4% 100.0% 

4.脳性マヒ 
14 20 33 2 69 

20.3% 29.0% 47.8% 2.9% 100.0% 

5.機能障がい 
21 28 60 0 109 

19.3% 25.7% 55.1% 0.0% 100.0% 

6.聴覚障がい 
5 3 15 0 23 

21.7% 13.0% 65.2% 0.0% 100.0% 
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【水泳の目的別の練習プールの確保の苦労について】 

「8-1.水泳の目的」別の「13-1.練習プール確保の苦労」については、「1.競技を目

指したい」とした人で苦労が「1.あった」23.4%「2.少しはあった」34.5%となって

おり、合わせると６割弱（57.9%）の人が何らかの苦労があったと回答している。 

「3.主に健康維持・リハビリのため」「2.レクリエーションとして」とした人につ

いては、約４割の人が何らかの苦労があったとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1.あった 2.少しはあった 3.なかった 4.無回答 合 計 

1.競技を目指した

い 

40 59 72 0 171 

23.4% 34.5% 42.1% 0.0% 100.0% 

3.主に健康維持・

リハビリのため 

13 37 68 4 122 

10.7% 30.3% 55.7% 3.3% 100.0% 

2.レクリエーショ

ンとして 

10 9 28 0 47 

21.3% 19.2% 59.6% 0.0% 100.0% 
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（２）練習プールの確保の際の差別や偏見の有無 

練習プールの確保の際に苦労が「あった」「少しはあった」と回答した人に、苦労

があった背景には、障がいがあることに対して、それを理由とする差別や偏見がある

と思うかどうかを聞いたところ、「1.思う」23.8%、「2.どちらかと言うとそう思う」

20.2%、合わせると 44.0%が差別や偏見があったと感じている。 

一方、「3.どちらかというとそう思わない」22.3%、「4.思わない」30.1%、合わせ

ると 52.4％の人は、練習プールの確保の際の苦労は、差別や偏見以外の理由による

ものであると回答している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.思う 

2.どちらかと

言うとそう思

う 

3.どちらかと

いうとそう思

わない 

4.思わない 5.無回答 合 計 

46 39 43 58 7 193 

23.8% 20.2% 22.3% 30.1% 3.6% 100.0% 

 

（３）練習プールの確保の際の具体的な差別や偏見の内容 

問 13-1 で「1.あった」「2.少しはあった」と回答した人について、その具体的な内

容を聞いたところ、以下の理由が挙げられていた。 

 

問 13-3.練習プールの確保の際の具体的な差別や偏見の内容（抜粋） 

・施設がバリアフリーではない。 

・介助者をが必要である（求められる）。 

・差別や偏見ではなく、見慣れないもの（障がい者）への興味と心配。 

・車イスであることを理由に入館を断られた。 

・公共プールは、施設側や一般の利用者の理解が難しい。 

・視覚障がいを理由に断られた（介助者も一緒に入水することを条件にされた）。 

・障がい者や障がいへの理解不足。 

・スイミングスクールを障がいを理由に断られた。 

 

集計条件＝13-1.練習場所確保の苦労

(1.あった)(2.少しはあった)
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Ⅴ．大会への参加について 

 

１．連盟主催共催・大会について 

 

（１）連盟主催共催・大会への参加経験 

連盟主催共催・大会には、「1.ほぼ毎回参加している」47.2%、「2.日程の都合がつ

けば参加している」25.6%、「3.開催地の近いものだけ参加している」9.5%という結

果となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.ほぼ毎回参

加している 

2.日程の都合

がつけば参加

している 

3.開催地の近

いものだけ参

加している 

4.ほとんど参

加していない
5.無回答 合 計 

184 100 37 60 9 390 

47.2% 25.6% 9.5% 15.4% 2.3% 100.0% 

 

（２）連盟主催・共催大会の満足度 

連盟主催・共催大会に参加したことがある人に満足度を聞いたところ、「1.十分満

足している」21.2%、「2.ほぼ満足している」53.6%、合わせると 74.8%となっている。 

一方、「3.やや不満」11.2%、「4.満足していない」6.9%、合わせると 18.1%で２割

弱の人が何らかの不満を持っているという結果となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（集計条件＝14-1.連盟主催共催大会への参加(1.ほぼ毎回参加) (2.日程の都合がつけば参加)(3.開催地

の近いものだけ参加) 

集計条件＝14-1.連盟主催共催大会への参加(1.ほぼ毎回参加)
(2.日程の都合がつけば参加)(3.開催地の近いものだけ参加)



－19－ 
 

1.十分満足し

ている 

2.ほぼ満足し

ている 
3.やや不満 

4.満足してい

ない 
5.無回答 合 計 

68 172 36 22 23 321 

21.2% 53.6% 11.2% 6.9% 7.2% 100.0% 

 

連盟主催・共催大会に満足していない理由（抜粋） 

・会場が遠いため、送迎が必要。 

・クラス分けの基準がよくわからない。クラス分けの方法に不満がある。 

・車イス使用者への対応、バリアフリーが不十分。 

・車イスの貸し出しがなくなったこと。 

・施設によっては更衣室などが使いにくい。 

・大会運営スタッフの不備。 

・高齢化に伴う年齢区分の変更（例 40～60 歳、60 歳以上）。 

 

【障がい区分別の連盟主催・共催大会の満足度について】 

「4(2)障がい区分」別の「14-2. 連盟主催・共催大会の満足度」をみると、「1.十分

満足」「2.ほぼ満足」の合計が最も高かったのが「6.聴覚障がい」の人 95.3%であっ

た。次いで「3.切断・欠損」の人が 80.7％、「2.脊髄損傷」の人が 74.1%となってい

る。 

一方、「3.やや不満」「4.満足していない」の合計が最も高かったのが、「1.視覚障が

い」の人で 26.3%、次いで「2.脊髄損傷」「5.機能障がい」の人で 22.2%となってい

る。 
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 1.十分満足 2.ほぼ満足 3.やや不満 
4.満足してい

ない 
5.無回答 

6.聴覚障がい 
3 17 0 0 1 

14.3% 81.0% 0.0% 0.0% 4.8% 

3.切断・欠損 
14 36 5 5 2 

22.6% 58.1% 8.1% 8.1% 3.2% 

2.脊髄損傷 
5 15 3 3 1 

18.5% 55.6% 11.1% 11.1% 3.7% 

1.視覚障がい 
5 22 9 1 1 

13.2% 57.9% 23.7% 2.6% 2.6% 

4.脳性マヒ 
11 25 6 4 5 

21.6% 49.0% 11.8% 7.8% 9.8% 

5.機能障がい 
20 40 13 7 10 

22.2% 44.4% 14.4% 7.8% 11.1% 

 

 

２．地域エリア大会について 

 

（１）地域エリア大会への参加経験 

地域エリア大会には、「1.ほぼ毎回参加している」59.5%、「2.日程の都合がつけば

参加している」27.4%という結果となっている。 

参加したことがある大会の具体的な地域ブロックや大会名については、東北から九

州・沖縄まで多岐にわたっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.ほぼ毎回参

加している 

2.日程の都合

がつけば参加

している 

3.ほとんど参

加していない
4.無回答 合 計 

232 107 32 19 390 

59.5% 27.4% 8.2% 4.9% 100.0% 
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（２）地域エリア大会の満足度 

地域エリア大会に参加したことがある人に満足度を聞いたところ、「1.満足してい

る」21.2%、「2.ほぼ満足している」53.6%、合わせると 74.8%となっている。 

一方、「3.やや不満」11.2%、「4.満足していない」6.9%、合わせると 18.1%で２割

弱の人が何らかの不満を持っているという結果となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1.満足してい

る 
2.ほぼ満足 3.やや不満 

4.満足してい

ない 
5.無回答 合 計 

100 162 47 19 11 339 

29.5% 47.8% 13.9% 5.6% 3.2% 100.0% 

 

地域エリア大会に満足していない理由（抜粋） 

・アップ用プールがない。 

・介助員をつける範囲をもう少し広げてほしい。 

・会場の交通の便が悪くて駅からタクシーを使わなければならない。 

・クラス分けに公平性がない。 

・更衣室、控室、トイレ、ロッカーなど施設、設備が使いにくい。 

・今年から車イスの貸し出しがなくなった。 

・順位等が適当に思う（ふれあい大会）。レース前に待たされて辛かった（近畿大会）。 

・召集の手際が遅いなど進行の仕方に課題がある。 

 

【障がい区分別の地域エリア大会の満足度について】 

「4(2)障がい区分」別の「15-2. 地域エリア大会への満足度」をみると、「1.十分満

足」「2.ほぼ満足」の合計が最も高かったのが「2.脊髄損傷」の人が 82.1%であった。

次いで「5.機能障がい」の人が 79.8％、「4.脳性マヒ」の人が 78.0%となっている。 

一方、「3.やや不満」「4.満足していない」の合計が最も高かったのが、「1.視覚障が

い」の人で 28.2%、次いで「3.切断・欠損」の人で 23.8%となっている 

 

 

集計条件＝15-1.地域エリア大会への参加(1.ほ
ぼ毎回参加)(2.日程の都合がつけば参加)
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1.満足して

いる 
2.ほぼ満足 3.やや不満

4.満足して

いない 
5.無回答 合 計 

2.脊髄損傷 
6 17 2 2 1 28 

21.4% 60.7% 7.1% 7.1% 3.6% 100.0% 

5.機能障がい 
35 40 15 3 1 94 

37.2% 42.6% 16.0% 3.2% 1.1% 100.0% 

4.脳性マヒ 
17 29 7 4 2 59 

28.8% 49.2% 11.9% 6.8% 3.4% 100.0% 

3.切断・欠損 
18 29 9 6 1 63 

28.6% 46.0% 14.3% 9.5% 1.6% 100.0% 

6.聴覚障がい 
1 13 2 1 2 19 

5.3% 68.4% 10.5% 5.3% 10.5% 100.0% 

1.視覚障がい 
8 18 9 2 2 39 

20.5% 46.2% 23.1% 5.1% 5.1% 100.0% 
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３．健常者大会について 

 

（１）健常者大会への参加経験 

健常者大会には、「1.参加したことがある」51.5%、「2.参加したことがない」47.2%

という結果となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1.参加したこ

とがある 

2.参加したこ

とがない 
3.無回答 合      計 

201 184 5 390 

51.5% 47.2% 1.3% 100.0% 

 

（２）健常者大会への参加状況 

健常者大会に参加したことがある人に参加状況を聞いたところ、「2.日程の都合が

つけば参加している」が 46.3%と最も多く、次いで「3.開催地の近いものだけ参加し

ている」19.9%、「1.ほぼ毎回参加している」16.9%となっている。 

参加した具体的な大会名については、ジャパンマスターズ大会やマスターズ地域大

会を中心に多岐にわたっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（重複回答）集計条件＝16-1.健常者大会

への参加(1.参加したことがある) 
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1.ほぼ毎回参

加している 

2.日程の都合

がつけば参加

している 

3.開催地の近

いものだけ参

加している 

4.その他 無回答 サンプル数 

34 93 40 44 4 201 

16.9% 46.3% 19.9% 21.9% 2.0% 100.0% 

 

（３）健常者大会に参加しない理由 

健常者大会に参加したことがない人に参加状況を聞いたところ、「6.その他」が

42.4%と最も多く、次いで「4.競技水泳を目指していない」が 15.8%、「1.参加できる

制度になっていない」14.1%、「5.登録が必要で費用がかかる」10.3%となっている。 

「6.その他」については、「健常者の大会に障がい者も参加できることを知らなか

ったため」「あえて健常者大会へ出場することはないから」「機会がなかったから」「レ

ベルが高いので」などの理由が挙げられていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1.参加で

きる制度

になって

いない 

2.FINA 規

則で失格

にされた

3.障がい

を見られ

るのが嫌

だ 

4.競技水

泳を目指

していな

い 

5.登録が

必要で費

用がかか

る 

6.その他 無回答 合 計 

26 1 9 29 19 78 22 184 

14.1% 0.5% 4.9% 15.8% 10.3% 42.4% 12.0% 100.0%

 

 

 

  

集計条件＝16-2.健常者大会への参加

(1.参加したことがない)
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（４）障がい者の参加が認められていない大会があることについて 

障がい者の参加が認められていない大会があることについては、「3.競技を目指す

障がい者には参加できるようにするべき」が 41.8%、「1.障がい者も参加できるよう

にするべきである」が 40.3%となっており、合わせると 82.1％が参加を認めるべき

だとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1.障がい者も

参加できるよ

うにするべき

である 

2.障がい者が

参加できなく

ても良い 

3.競技を目指す

障がい者には参

加できるように

するべき 

4.特に何も

思わない 
5.無回答 合 計 

157 5 163 45 20 391 

40.3% 1.3% 41.8% 11.5% 5.1% 100.0% 

 

（５）参加が認められるようになったとき 

これまで参加が認められなかった健常者大会で参加が認められるようになったと

き、「1.参加したい」と回答した人は 53.8%となっており、「3.どちらともいえない」

とした人は 33.9%、「2.参加しない」とした人は 9.0%であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.参加したい 2.参加しない 
3.どちらともい

えない 
4.無回答 合  計 

210 35 132 13 390 

53.8% 9.0% 33.9% 3.3% 100.0% 
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Ⅵ．東京 2020 年パラリンピックのことについて 

 

１．東京 2020 年パラリンピック大会への参加希望 

 

東京 2020 年パラリンピック大会には、「1.選手として参加したい」が最も多く 40.8%

であった。次いで、「5.テレビなどで応援参加したい」21.3%、「4.観客として参加した

い」16.4%、「3.組織委員会募集のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱとして参加したい」9.2%であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.選手と

して参加

したい 

2.競技役

員として

参加した

い 

3.組織委

員会募集

のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

として参

加したい 

4.観客と

して参加

したい 

5.テレビ

などで応

援参加し

たい 

6.関心は

ない・参加

したくな

い 

7.無回答 合 計 

159 24 36 64 83 7 17 390 

40.8% 6.2% 9.2% 16.4% 21.3% 1.8% 4.4% 1 

 

２．日本社会での共生社会（排除されない社会）の実現について 

 

東京 2020 年パラリンピック開催の意義や遺産として日本社会での共生社会（排除

されない社会）の実現がうたわれていることについては、「3.実現には時間がかかる」

が最も多く 54.6%であり、次いで、「1.実現可能と思う」17.2%、「2.やや実現可能と思

う」14.6%、「4.実現できない」8.7%であった。 
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1.実現可能

と思う 

2.やや実現

可能と思う 

3.実現には

時間がかか

る 

4.実現でき

ない 
5.無回答 合      計 

67 57 213 34 19 390 

17.2% 14.6% 54.6% 8.7% 4.9% 100.0% 
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Ⅶ．連盟のことについて 

 

１．日本身体障がい者水泳連盟の事業内容 

 

日本身体障がい者水泳連盟は、選手の強化・大会運営・指導者研修会等の各種事業を

行っているが、これらの事業内容について、「1.よく知っている」は 24.1%、「2.少しは

知っている」47.4%であった。一方、「3.よく知らない」は 25.9%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1.よく知ってい

る 

2.少しは知って

いる 
3.よく知らない 4.無回答 合 計 

94 185 101 10 390 

24.1% 47.4% 25.9% 2.6% 100.0% 

 

 

２．連盟ホームページの認知度 

 

日本身体障がい者水泳連盟のホームページについては、「2.時々見ている」は 52.3%、

「1.常に見ている」は 17.9%であった。一方、「3.見ていない」は 23.3%、「4.ＨＰがあ

ることを知らない」は 4.4%であった。 
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1.常に見て

いる 

2.時々見て

いる 

3.見ていな

い 

4.ＨＰがあ

ることを知

らない 

5.無回答 合      計 

70 204 91 17 8 390 

17.9% 52.3% 23.3% 4.4% 2.1% 100.0% 

 

３．財務状況のホームページ掲載の認知度 

 

日本身体障がい者水泳連盟の財務状況などもホームページに掲載していることにつ

いて、「3.見ていない」は 65.4%、「2.時々見ている」は 22.6%であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.常に見て

いる 

2.時々見て

いる 

3.見ていな

い 

4.ＨＰがあ

ることを知

らない 

5.無回答 合 計 

19 88 255 20 8 390 

4.9% 22.6% 65.4% 5.1% 2.1% 100.0% 

 

 

４．登録料や大会参加費について 

 

（１）登録料 

現在、選手が負担している登録料や大会参加費だけでは賄えず、国等の助成金や企

業からの協賛金でその不足分を充当しているが、2020 年以降は、パラリンピックバ

ブルがはじけ、この助成金や協賛金が激減することが予測される。 

そうなった時の登録料の負担について、年「3,000 円以上 4,000 円未満」が 43.6%

と現状維持か若干の負担増までを望む人が最も多い。次いで、現状の２倍程度にあた

る「5,000 円以上 10,000 円未満」が 26.7%となっている。 

なお、回答のあった登録料の平均値は、3,961 円／年であった。 
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3,000 円未

満 

3,000 円以

上 4,000 円

未満 

4,000 円以

上 5,000 円

未満 

5,000 円以

上 10,000

円未満 

10,000 円

以上 
無回答 合 計 

23 170 43 104 16 34 390 

5.9% 43.6% 11.0% 26.7% 4.1% 8.7% 100.0% 

 

 

（２）大会参加費 

大会参加費の負担については、1 種目「2,000 以上 3,000 円未満」が 52.6%と現状

維持か若干の負担増までを望む人が最も多い。次いで、1,000～2,000 円程度の負担

増にあたる「3,000 円以上 4,000 円未満」が 26.9%となっている。 

なお、回答のあった大会参加費の平均値は、2,470 円／1 種目であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2,000 円

未満 

2,000 以

上 3,000

円未満 

3,000 円

以上

4,000 円

未満 

4,000 円

以上

5,000 円

未満 

5,000 円

以上

10,000 円

未満 

10,000

円以上 
無回答 合 計 

26 205 105 5 12 4 33 390 

6.7% 52.6% 26.9% 1.3% 3.1% 1.0% 8.5% 100.0%
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Ⅷ．日本身体障がい者水泳連盟の事業や障がい者スポーツの現状への自由意見 

 

日本身体障がい者水泳連盟の事業や障がい者スポーツの現状への意見として、多数の

回答が寄せられた。以下に、その一部を紹介する。 

日本身体障がい者水泳連盟の事業や障がい者スポーツの現状への自由意見（抜粋） 

 

●大会の時、強化選手に力を注ぐのは仕方のないことかもしれないが、育成枠の選手が「教

えてくれる先生が強化にいって、自分たちについてくれない」と困っている。育成枠の選

手も大事にしてほしい。 

●TV やメディアを使って障がい者スポーツを世間に見せることが大事。「一般の人にこん

なスポーツもあるんだ」と思わせることが広めることになり、障がい者スポーツを目指す

人が増えると思う。 

●幼いころからの教育（共生、インクルーシブなど）と社会全体の障がい者を受入れる姿

勢がより大切なのではと思います。施設などハード面でのバリアフリーは実現されつつあ

りますが、人々の心のバリアフリーについては、各自の温度差が大きいと思います。時間

はかかっても、私たちが率先してアピールする必要があります。 

●障がい者スポーツを生涯スポーツへ移行することで健常者との壁がなくなるのでないで

しょうか。超高齢化社会を見据えて、攻めの啓発活動をすることを期待します。 

●合宿を行うことも大切だが、地域の中で健常者を共に練習ができるようになることも大

切。もちろん障がいに合わせた練習をすることも大切なので、その両方ができるようにな

れば強い選手はたくさん出てくると思うしすそ野も広がると思います。 

●障がい者がスポーツに打ち込める環境、障がい者を受入れる環境が広がらない限り、障

がい者の中でもほんの一部の人間の競い合いにしかならないのが日本の障がい者スポー

ツの現状なのかなと思います。 

●車イスの貸し出しがなくなると、本当に困る。遠くから来る人もいるし、電動の車イス

の人もいるし、杖で生活していて水が危ない（プールサイド）人もいる。車イスを持って

いない人もいるのに、貸し出しをしてくれなくなって簡単に自分で各自準備しろって言わ

れても、金銭的負担も大きい。 

●高齢化時代に沿ってシニアクラス（年齢）の見直し。 

●参加種目を２種目から３種目に増やしてほしい。 

●障がい区分が分かりにくい。障がいの程度が異なるように思える選手が同ランクで競技

している。筋力、身体状況を十分に考慮した上でのメディカルチェックができているのか

疑問に感じるのは私だけでしょうか。あまりにも細かい区分は難しいと思いますが、納得

のできる区分内容の説明がほしいです。 

●障がい者（一人ひとり）に応じた専門のコーチが少ない。練習メニューをこなすのもい

いが、やはり基礎の部分でその人に合ったフォーム矯正やコーディネートも含めてなかな
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かいいコーチにめぐりあえない。関東では年１回（一般の）合宿を行っているが、そこで

はフォームを見てくれたり動画をとって自分のフォームを確認できたり適切なアドバイ

スをもらうことができる。このような合宿を年に数回行ってほしい。合宿でなくても、月

１回ぐらいの割合で、普段の練習ではできない練習をしたい。 

●障がい者だから無料という考えの人が多く、相応の負担をするようにすべき。また、大

会の標準記録も低いため、トレーニング不十分の人でも参加できるため、肥満の選手も多

い。これでは健常者からみるとお情け競技会となっているため、ファンも増えない。経済

的にも自立し、節制した生活をしている人だけが参加できる大会があってもよいと思う。

●日本全国の障がい者への理解を深めるために、大会の開催地の小学生、中学生等子ども

たちを招待し、実際に応援やボランティアとして行動してもらうのはどうでしょうか？私

の子どもたちは、赤ちゃんのときから大会に連れて行っております。今は、私の移動の手

伝いや競技中のタッピング等いろいろと協力しています。彼らは街中で障がいを持つ人を

見かけても、怖がらずに対応できるようになりました。どのように対応してよいかわから

ず、怖がるそうです。大人も対応できずに遠巻きに見ている人を多く見かけます。そうな

らないためにも、小さい時から障がいを持つ人との関わりを多く持ってくれたら、その子

供たちが大人になってしっかり私たちのことを理解してくれる人に成長してくれるので

はないでしょうか？ 

●障がいスポーツに関われる一般の指導者（インストラクター）をもっともっと養成すべ

きだ。 

●身体などの障がいがあっても普通高校に通っている生徒はいるので、中学校の総合体育

大会や高校の総合体育大会も障がい者の種目入れてほしい。健常の生徒は、スポーツに対

して認めてもらう機会があるが。もちろんインターハイ等の同時期にも。障がい者スポー

ツが健常者から認めてもらえるよう学校での体験会を進めてほしい（全国で）。 

●地域連盟の組織（東北、北海道等）の育成や北海道エリア限定の大会を創設してほしい。

●登録料や参加費が高すぎます。健常者のように１人で移動や出費がないし、どこに行く

にも人の手や費用もかかります。もっと自由に参加できるようにしてほしい。 

●子供の育成に力を入れてほしい。「知らない」子どもは相当います。私もそうでした。小

学生のころプログラムがあれば、それなりに実力をつけられたはず。決して特別なスポー

ツではない。自分の可能性を広げる場があることを伝えてほしいです。そういったリクル

ート活動というか、スカウトに力を入れてほしいです。 

●ホームページ上で自分の知りたい項目になかなかたどりつけないことがあり、途中であ

きらめてしまうことがある。 
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第Ⅱ部 技術支援会員向けアンケート調査結果 
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Ⅰ．調査の概要 

 

１．調査の目的 

 

 本調査は、一般社団法人日本身体障がい者水泳連盟の「技術支援会員」を対象に、「自

身の活動や競技に対する考えなど、日頃感じているパラ水泳に関わる課題」などに関し

て、意見を聞き、連盟ビジョン作成に資するとともに、今後の当連盟が実施する事業に

活用できる基礎資料とするものである。 

 

 

２．調査の方法 

 

（１）調査対象 

一般社団法人日本身体障がい者水泳連盟の技術支援会員 67 人 

（２）調査方法 

郵送による配付と回収 

（３）調査期間 

平成 29 年 9 月 30 日から 10 月 13 日 

（４）主な調査内容 

①障がい者水泳を取り巻く環境について 

②日頃の大会への参加のことについて 

③東京２０２０年パラリンピックのことについて 

④当連盟のことについて 

 

 

３．配布・回収状況 

 

調査票配布数 有効配布数※1 回収数 回収率※2 

67 64 45 人 70.3％ 
※1 有効配布数：調査票配布数からあて先不明を除いたもの 
※2 回収率＝回数数÷有効配布数×100 
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４．報告書の見方 

 

（１）特に記載のない場合の単位は、すべて“人”である。 

（２）比率は、原則として各設問の無回答を含む集計対象総数（副設問では設問該当対

象数）に対する百分比（％）を表している。１人の対象者に２以上の回答を求める

設問では、百分比（％）の合計は 100％を超える。 

（３）分類別の表中の百分比（％）は、すべて各分類項目の該当対象数を 100％として

算出した。また、小数点以下第２位を四捨五入し、小数点以下第１位までを表示し

た。四捨五入の結果、個々の比率の合計と全体の示す数値とが一致しないことがあ

る。 

（４）クロス集計の結果を示す図表においては、分かりやすくするため回答肢の順番を

入れ替えているほか、「その他」、無回答」は省略している。 

（５）記述意見については、本文中では概要のみを記述しており、全文については第Ⅲ

部にまとめて記載している。 
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Ⅱ．回答者の属性 

 

１．性別、年齢、居住地 

 

回答者の性別は、「男性」64.4％、「女性」35.6％となっている。 

年齢は、「40 歳代」及び「50 歳代」31.1％、「30 歳代」15.6％、「60 歳代」11.1％、

「20 歳代」6.7％となっている。 

居住地については、「東北」6.7％、「関東」17.8％、「中部」6.7％、「近畿」33.3％、

「中国・四国」15.60％、「九州」20.0％となっている。 
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２．職業 

 

職業については、「1.医療関係専門職員」が 33.3%と最も多く、次いで「6.会社員・

団体職員」15.6%、「8.水泳指導コーチ・指導者」13.3%となっている。「9.その他」の

職業としては、「会社役員」などがあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．現在の資格 

 

現在の資格については、「5.障がい者指導者資格」が 71.1%と最も多く、次いで「6.

（公財）日本水泳連盟競技役員・指導者資格」57.8%、「7.日本身体障がい者水泳連盟公

認指導者資格」40.0%、「1.理学療法士（ＰＴ）」26.7%となっている。「8.その他」の資

格としては、「水泳指導員」「障がい者スポーツトレーナー」「健康運動指導士」「JATI

トレーニング指導者、日体協ジュニアスポーツ指導員」という回答があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（重複回答) 
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1.理学療法士 

（ＰＴ） 

2.作業療法士 

（ＯＴ） 

3.その他医療

資格者 

4.アスレティ

ックトレーナ

ー 

5.障がい者指

導者資格 

6.（公財）日本水

泳連盟競技役

員・指導者資格

12 4 1 3 32 26 

26.7% 8.9% 2.2% 6.7% 71.1% 57.8% 

7.日本身体障が

い者水泳連盟公

認指導者資格 

8.その他 無回答 サンプル数   

18 6 0 45   

40.0% 13.3% 0.0% 100.0%   

 

４．技術支援会員になった理由等 

 

（１）技術支援会員になった動機 

技術支援会員になった動機として最も多かったのは、「1.障がい者水泳への寄与」

68.9%であった。その他「3.自分の仕事と関連するから」33.3%、「2.自分の知識・技

術を役立てたい」28.9%ということであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.障がい者水

泳への寄与 

2.自分の知

識・技術を役立

てたい 

3.自分の仕事

と関連するか

ら 

4.その他 無回答 サンプル数 

31 13 15 3 0 45 

68.9% 28.9% 33.3% 6.7% 0.0% 100.0% 

 

（２）ほかの活動内容 

ほかの活動については、「4.特に活動していない」が 33.3%と最も多く、次いで「2.

健常者のスポーツ」28.9%、「3.その他の活動」17.8%であった。 

具体的な活動内容としては、「日本水泳連盟競技役員」「ボッチャ、健常者の水泳、

陸上」「発達障がい児の療育水泳」などの回答があった。 

 

（重複回答) 
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1.他の障がい

者スポーツ 

2.健常者のス

ポーツ 

3.その他の活

動 

4.特に活動し

ていない 
5.無回答 合 計 

4 13 8 15 5 45 

8.9% 28.9% 17.8% 33.3% 11.1% 100.0% 

 

（３）当連盟で活動できるジャンルと頻度 

活躍できるジャンルについては、「⑤大会運営（競技役員）」75.6%、「⑥研修業務」

64.4%、「④大会運営（クラス分け）」55.6%、「①強化関係（コーチ・指導者）」53.3%

が多く、「②強化関係（トレーナー、メディカル）」31.1%、「③強化関係（総務・事

務）」33.3%はやや少ない。 

活躍できるとした人の活躍頻度については、それぞれのジャンルともに「2.時々な

らば可能」が最も多く、次いで「1.必要なときはいつでも」であった。 
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①強化関係（コ

ーチ・指導者） 

②強化関係（ト

レーナー、メデ

ィカル） 

③強化関係（総

務・事務） 

④大会運営（ク

ラス分け） 

⑤大会運営（競

技役員） 
⑥研修業務 

24 14 15 25 34 29 

53.3% 31.1% 33.3% 55.6% 75.6% 64.4% 

⑦組織運営 ⑧何でも良い ⑨その他 無回答 サンプル数  

19 14 4 1 45  

42.2% 31.1% 8.9% 2.2% 100.0% （重複回答）

 

 
1.必要なとき

はいつでも 

2.時々ならば

可能 

3.ほとんど無

理 

4.活動困難（無

回答含む） 
合 計 

①強化関係（コ

ーチ・指導者） 
20.0% 26.7% 11.1% 42.2% 100.0% 

②強化関係（ト

レーナー、メデ

ィカル） 

2.2% 20.0% 17.8% 60.0% 100.0% 

③強化関係（総

務・事務） 
11.1% 17.8% 13.3% 57.8% 100.0% 

④大会運営（ク

ラス分け） 
20.0% 28.9% 11.1% 40.0% 100.0% 

⑤大会運営（競

技役員） 
35.6% 37.8% 4.4% 22.2% 100.0% 

⑥研修業務 24.4% 37.8% 2.2% 35.6% 100.0% 

⑦組織運営 20.0% 22.2% 8.9% 48.9% 100.0% 

⑧何でも良い 15.6% 15.6% 2.2% 66.7% 100.0% 

 

（４）活動できる場所 

「2.多少遠くても可能・本部事業エリア」68.9%が活動できる場所として最も多い

回答であった。次いで「1.自宅や職場の近辺・地域エリア」48.9%、「3.海外を含む長

期の本部事業エリア」37.8%であった。 
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1.自宅や職場

の近辺・地域エ

リア 

2.多少遠くて

も可能・本部事

業エリア 

3.海外を含む

長期の本部事

業エリア 

4.その他 無回答 サンプル数 

22 31 17 0 1 45 

48.9% 68.9% 37.8% 0.0% 2.2% 100.0% 

 

 

 

 

 

 

 

  

（重複回答) 
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Ⅲ．障がい者水泳を取り巻く環境について 

 

１．障がい者スイマーが置かれている状況について 

 

（１）練習プールなどの確保における障がいを理由とする差別や偏見について 

練習プールなどを確保する場合に、障がいを理由とする差別や偏見が「1.あると思

う」は 48.9%、「2.少しはあると思う」は 37.8%となっており、合わせると 86.7%の

人が何らかの差別や偏見があるとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1.あると思

う 

2.少しはあ

ると思う 

3.ないと思

う 

4.どちらと

も言えない
5.無回答 合 計 

22 17 1 5 0 45 

48.9% 37.8% 2.2% 11.1% 0.0% 100.0% 

 

（２）練習プールの確保の際の具体的な差別や偏見の内容 

問 7(1)で「1.あると思う」「2.少しはあると思う」と回答した人について、その具

体的な内容を聞いたところ、以下のとおりであった。 

 

問 7(2).練習プールの確保の際の具体的な差別や偏見の内容（抜粋） 

 

・健常者と違うサポートが必要、あるいは指導上の安全を保証できないため、入会を断

られた。 

・古い施設で段差があるため車イスでの練習が困難。 

・プールによって、肢体障がい者は付き添いがないと入ることができないや、肢体障が

い者は大丈夫だが視覚障がい者は受け入れられないなどの偏見があった。 

・知的障がいの受け入れに拒否的な施設がある。 

・民間スポーツクラブ等のスタッフや運営者の障がい水泳についての理解がまだ低い。

・障がいを理由に選手コースへの入会を断られた。 

・重度障がい児（者）の方に対しては、練習許可下りない場合もある。 
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・心ない言葉を発する人がいる（障がいへの理解が十分でないため）。 

・泳がせてみたり施設利用させてみて判断してくれれば本人も納得できるが、それをな

くして利用できない、させないケースがあること。 

 

（３）リハビリや健康維持に取り組む障がい者スイマーの練習環境の改善 

リハビリや健康維持に取り組む障がい者スイマーの練習環境の改善に必要と思う

ことについては、「3.民間スポーツクラブでの受け入れ」が 82.2%と最も多く、次い

で「4.障がい者スポーツセンターの増加と拡充」60.0%、「2.地域リハビリにスポーツ

メニューを入れるなどの充実策」55.6%、「6.指導のための研修制度の確立」55.6%と

なっている。 

「7.その他」としては、「民間スポーツクラブ向けの障がい者水泳の研修」「サポー

ターの育成（一緒にプールに入ってくれる人）」などの意見があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1.医療制度のﾘﾊﾋﾞﾘ

期間にｽﾎﾟｰﾂに取り

組む期間を入れる 

2.地域ﾘﾊﾋﾞﾘにｽﾎﾟ

ｰﾂﾒﾆｭｰを入れるな

どの充実策 

3.民間ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ

での受け入れ 

4.障がい者ｽﾎﾟｰﾂｾ

ﾝﾀｰの増加と拡充

5.PT/OT 資格保

持者などのｽﾎﾟｰﾂ

指導者の育成 

18 25 37 27 17 

40.0% 55.6% 82.2% 60.0% 37.8% 

6.指導のための研修

制度の確立 
7.その他 無回答 サンプル数  

25 4 0 45  

55.6% 8.9% 0.0% 100.0%  

 

 

 

（重複回答) 
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（４）レクリエーションとして取り組む障がい者スイマーの練習環境の改善 

レクリエーションとして取り組む障がい者スイマーの練習環境の改善に必要と思

うことについては、「3.民間スポーツクラブでの受け入れ」が 84.4%と最も多く、次

いで「4.障がい者スポーツセンターの増加と拡充」66.7%、「2.地域リハビリにスポー

ツメニューを入れるなどの充実策」60.0%となっている。 

「7.その他」としては、「民間のスイミングにおいて練習環境が整うと良い」「日常

的にサポートできる人材の確保」「専任コーチの確保」「連盟強化担当と普段選手を担

当しているコーチとの連携」など様々な意見が出されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1.医療制度のﾘﾊﾋﾞﾘ

期間にｽﾎﾟｰﾂに取り

組む期間を入れる 

2.地域ﾘﾊﾋﾞﾘにｽﾎﾟ

ｰﾂﾒﾆｭｰを入れるな

どの充実策 

3.民間ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ

での受け入れ 

4.障がい者ｽﾎﾟｰﾂｾ

ﾝﾀｰの増加と拡充

5.PT/OT 資格保

持者などのｽﾎﾟｰﾂ

指導者の育成 

10 27 38 30 8 

22.2% 60.0% 84.4% 66.7% 17.8% 

6.指導のための研修

制度の確立 
7.その他 無回答 サンプル数  

22 2 0 45  

48.9% 4.4% 0.0% 100.0%  

 

（５）パラを目指すアスリートとして取り組む障がい者スイマーの練習環境の改善 

パラを目指すアスリートとして取り組む障がい者スイマーの練習環境の改善に必

要と思うことについては、「3.民間スポーツクラブでの受け入れ」が 91.1%と最も多

く、次いで「6.指導のための研修制度の確立」71.1%、「4.障がい者スポーツセンター

の増加と拡充」51.1%、「5.PT/OT 資格保持者などのスポーツ指導者の育成」42.2%

となっている。 

（重複回答) 
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1.医療制度のﾘﾊﾋﾞﾘ

期間にｽﾎﾟｰﾂに取り

組む期間を入れる 

2.地域ﾘﾊﾋﾞﾘにｽﾎﾟ

ｰﾂﾒﾆｭｰを入れるな

どの充実策 

3.民間ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ

での受け入れ 

4.障がい者ｽﾎﾟｰﾂｾ

ﾝﾀｰの増加と拡充

5.PT/OT 資格保

持者などのｽﾎﾟｰﾂ

指導者の育成 

5 7 41 23 19 

11.1% 15.6% 91.1% 51.1% 42.2% 

6.指導のための研修

制度の確立 
7.その他 無回答 サンプル数  

32 9 1 45  

71.1% 20.0% 2.2% 100.0%  

 

２．健常者大会について 

 

（１）健常者大会への参加状況 

これまでの活動中に、公益法人日本水泳連盟や県水泳連盟等、いわゆる健常者の大

会に参加している障がい者水泳選手を見たことがあるかどうかについては、「1.見た

ことがある」が 71.1%、「2.見たことがない」が 26.7%であった。 

見たことがある具体的な大会名については、マスターズ大会をはじめ様々な大会名

が挙げられている。 

 

 

 

 

 

 

 

（重複回答) 
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1.見たことがある 2.見たことがない 3.無回答 合      計 

32 12 1 45 

71.1% 26.7% 2.2% 100.0% 

 

 

（２）見たことが無い理由（参加していない理由） 

問 8-1 で「2.見たことがない」と回答した人に、見たことが無い理由（参加してい

ない理由）は何と思うかを聞いたところ、「1.そもそも障がい者が参加できる制度に

なっていないから」が 58.3%と最も多く、次いで「6.その他」33.3%、「5.日本水泳連

盟等への登録が必要で費用がかかるから」25.0%となっている。 

「6.その他」としては、「大会の参加資格等が周知されていない」などの意見があ

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1.そもそ

も障がい

者が参加

できる制

度になっ

ていない

から 

2.参加し

た時に、

FINA 規則

で失格に

されたこ

とがある

から 

3.一緒の

大会で、障

がいを見

られるの

が嫌だと

思うから 

4.競技水

泳を目指

していな

いと思わ

れるから

5.日本水

泳連盟等

への登録

が必要で

費用がか

かるから

6.その他 無回答 
サンプル

数 

7 2 0 1 3 4 0 12 

58.3% 16.7% 0.0% 8.3% 25.0% 33.3% 0.0% 100.0%

 

  

（重複回答) 
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（３）障がい者の参加が認められていない状況について 

欧米などでは、障がい者のみの大会は少なく、大会適用規則も FINA/WPS 規則適

用と障がい者も参加できるようになっている大会が多い。日本では、県民大会や市民

大会といっても障がい者の参加が認められていないことが多い。 

この状況について、どのように思うかということについては、「1.障がい者も参加

できるようにすべきである」51.1%、「3.競技を目指す障がい者には参加できるように

するべきである」46.7%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1.障がい者も

参加できるよ

うにすべきで

ある 

2.障がい者が

参加できなく

ても良い 

3.競技を目指す

障がい者には参

加できるように

するべきである

4.特に何も

思わない 
5.無回答 合 計 

23 0 21 1 0 45 

51.1% 0.0% 46.7% 2.2% 0.0% 100.0% 
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Ⅳ．日頃の大会への参加のことについて 

 

１．連盟主催共催大会への参加について  

 

（１）連盟主催共催大会への参加状況 

当連盟が主催・共催、後援する大会（日本選手権、ジャパンパラ、春季記録会、地

域大会等）への参加状況については、「1.ほぼ毎回参加している」48.9%、「2.日程の

都合がつけば参加している」42.2%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.ほぼ毎回

参加してい

る 

2.日程の都

合がつけば

参加してい

る 

3.開催地の

近いものだ

け参加して

いる 

4.ほとんど

参加してい

ない 

5.無回答 合 計 

22 19 4 0 0 45 

48.9% 42.2% 8.9% 0.0% 0.0% 100.0% 

 

 

（２）大会での主な役割 

問 10-1.で参加した人について、大会での主な役割については、「4.クラス分け」

46.7%、「1.障がい泳法」40.0%、「5.その他」31.1%となっている。 

「6.その他」としては、「レース分析」「誘導」「入退水」など様々な役割が挙げら

れている。 

 

1.障がい泳法 
2.折り返し審

判員 
3.招集 4.クラス分け 5.その他 無回答 

18 0 6 21 14 1 

40.0% 0.0% 13.3% 46.7% 31.1% 2.2% 
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（３）大会参加時の満足度 

問 10-1.で参加した人について、大会参加時の満足度については、「2.ほぼ満足して

いる」55.6%、「1.十分満足している」26.7%、合わせると 82.3%であった。 

一方、「3.やや不満」8.9%、「4.不満がある」6.7%、合わせると 15.6%の人が何らか

の不満があるとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1.十分満足

している 

2.ほぼ満足

している 
3.やや不満

4.不満があ

る 
5.無回答 合      計

12 25 4 3 1 45 

26.7% 55.6% 8.9% 6.7% 2.2% 100.0% 

 

  

（重複回答) 
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（４）不満の理由 

問 10-3.で「3.やや不満」「4.満足していない」と回答した人について、不満の理由

を聞いたところ、次のような理由が挙げられた。 

 

問 10-4.連盟主催共催大会への不満の理由（抜粋） 

 

・ルール変更、評価方法の変更多い。 

・上位大会での情報を共有して地域レベルでの普及、大会の質を向上させるためにも、

各大会でのそれぞれのパートでの反省点や特記事項は、その大会ごとにそれぞれで完

結ではなく、他のパートを担当した役員や地域連盟とも共有するべき。 

・業務の偏り過ぎ、ボランティアの範囲（責任等）を超えている。 

・２種以上にエントリーできるようにすべき。 
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Ⅴ．東京 2020 年パラリンピックのことについて 

 

１．パラリンピック大会への参加について 

 

（１）大会での役割希望について 

2020 年 8 月 25 日から東京 2020 年パラリンピックが開催されますが、この大

会にどのような形で参加したいと思うかについては、「1.競技役員として参加したい」

46.7%が最も多く、次いで「5.選手強化役員・コーチとして参加したい」が 28.9%

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.競技役

員として

参加した

い 

2.組織委

員会募集

のボラン

ティアと

して参加

したい 

3.観客と

して参加

したい 

4.テレビ

などで応

援参加し

たい 

5.選手強

化役員・コ

ーチとし

て参加し

たい 

6.その他 7.無回答 合 計 

21 0 3 1 13 5 2 45 

46.7% 0.0% 6.7% 2.2% 28.9% 11.1% 4.4% 100.0%

※「1.競技役員として参加したい」と回答した人のうち「2.組織委員会募集のボランティアと

して参加したい」にも○を付けた人が数名あり。 

 

（２）競技役員での役割希望について 

問 11-1 で「１.競技役員として参加したい」と回答した人ひとについて、どのよう

な役割を果たしたいかを聞いたところ、「6.何でも良い」とした人が 52.4%と最も多

く、次いで「1.障がい泳法」19.0%、「4.クラス分け」19.0%であった。 
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1.障がい

泳法 

2.折り返

し審判員 
3.招集 

4.クラス

分け 
5.その他 

6.何でも

良い 
7.無回答 合 計 

4 1 0 4 1 11 0 21 

19.0% 4.8% 0.0% 19.0% 4.8% 52.4% 0.0% 100.0%

 

（３）競技役員での参加条件について 

問 11-1 で「１.競技役員として参加したい」と回答した人について、参加には資格

取得や研修会への参加が必要となるが、その場合の参加条件について聞いたところ、

「1.必要な研修会等には全て参加するつもりである」が 52.4%と最も多く、次いで「2.

必要な研修会等には自分で旅費を出してでも参加する」14.3%、「4.オンラインの研修

程度であれば参加する」14.3%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.必要な研修

会等には全て

参加するつも

りである 

2.必要な研修

会等には自分

で旅費を出し

てでも参加す

る 

3.参加旅費な

どがかかるの

であれば参加

しない 

4.オンライン

の研修程度で

あれば参加す

る 

5.その他 6.無回答 合 計 

11 3 0 3 4 0 21 

52.4% 14.3% 0.0% 14.3% 19.0% 0.0% 100.0%

 

  

集計条件 11-1.パラ大会への参加希望＝

（1.競技役員として参加したい） 

集計条件 11-1.パラ大会への参加希望＝

（1.競技役員として参加したい） 
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２．日本社会での共生社会（排除されない社会）の実現について 

 

東京 2020 年パラリンピック開催の意義や遺産として日本社会での共生社会（排除

されない社会）の実現がうたわれていることについては、「3.実現には時間がかかる」

が 71.1%となっており、「2.やや実現可能と思う」は 13.3%、「1.実現可能と思う」は 11.1%

であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1.実現可能

と思う 

2.やや実現

可能と思う 

3.実現には時

間がかかる 

4.実現でき

ない 
5.無回答 合 計 

5 6 32 2 0 45 

11.1% 13.3% 71.1% 4.4% 0.0% 100.0% 
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Ⅵ．当連盟のことについて 

 

１．日本身体障がい者水泳連盟の事業内容 

 

日本身体障がい者水泳連盟は、選手の強化・大会運営・指導者研修会等の各種事業を

行っているが、これらの事業内容について、「1.よく知っている」は 73.3%、「2.少しは

知っている」26.7%であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1.よく知って

いる 

2.少しは知っ

ている 

3.よく知らな

い 
4.無回答 合 計 

33 12 0 0 45 

73.3% 26.7% 0.0% 0.0% 100.0% 

 

２．連盟ホームページ及びサイボウズの認知度 

 

日本身体障がい者水泳連盟のホームページやサイボウズについては、「1.常に見てい

る」は 48.9%、「2.時々見ている」は 42.2%であった。一方、「3.見ていない」は 4.4%、

「5. サイボウズを知らない」は 4.4%であった。 
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1.常に見て

いる 

2.時々見て

いる 

3.見ていな

い 

4.ＨＰがあ

ることを知

らない 

5.ｻｲﾎﾞｳｽﾞを

知らない 
6.無回答 合 計 

22 19 2 0 2 0 45 

48.9% 42.2% 4.4% 0.0% 4.4% 0.0% 100.0% 

 

３．技術支援会費について 

 

大会の開催や組織の運営には、多額の経費がかかるため、現在は、選手や技術支援会

員が負担している登録料や大会参加費だけでは賄えないので、ＪＰＣ等の助成金や企業

からの協賛金で、その不足分を充当している。しかし、2020 年以降は、この助成金

や協賛金が減少することが予測されている。 

そうなった時、会費等をいくらまで負担することができるかということについて、

「10,000 円以上 12,000 円未満」が 51.1%と最も多く、次いで「15,000 円以上」22.2%、

「8,000 円以上 10,000 円未満」が 15.6%であった。 

なお、回答のあった技術支援会費の平均値は、12,605 円／4 年であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8,000 円未

満 

8,000 円以

上 10,000

円未満 

10,000 円

以上

12,000 円

未満 

12,000 円

以上

15,000 円

未満 

15,000 円

以上 
6.無回答 合 計 

0 7 23 3 10 2 46 

0.0% 15.6% 51.1% 6.7% 22.2% 4.4% 100.0% 
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Ⅶ．日本身体障がい者水泳連盟の事業や障がい者スポーツの現状への自由意見 

 

日本身体障がい者水泳連盟の事業や障がい者スポーツの現状への意見として、多数の

回答が寄せられた。以下に、その一部を紹介する。 

 

日本身体障がい者水泳連盟の事業や障がい者スポーツの現状への自由意見（抜粋） 

 

●予防医学の発展や少子化の影響で、日本障がい者水泳連盟の会員数も少なくなっている

と思われます。単独での運営が難しくなるでしょうから、日本水泳連盟と一体となり、運

営するしか道はないのかなと思います。 

●日本障がい者水泳連盟に関わる若手スタッフの育成。2020 年以降も関わることができ

るスタッフの充実。 

●各地域ブロックの活動が積極的に内容向上するためにも補助金制度を強化していただけ

ると良いと思います。 

●選手が出場できる健常者との大会を増やして競技力を高めていけて、理解が得られる場

を作ってほしい。 

●水泳だけに限らず、もっとスポーツとしてのスポーツを浸透させなければなと思う。だ

いぶ福祉から離れてきているかなとは思うが、まだまだリハビリ的な意味が強いのかなと

思う。 

●障がい者スポーツは、まだまだ一部の障がい者しか参加していないと感じます。障がい

があっても泳げることを知らない障がい者もいます。もっと幅広く参加でき、気軽に楽し

める機会や場所を提供することが普及につながると感じます。 

●的確に指導できる人も少ないのが現状です。 
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1 
 

（付属資料） 

 

 

 

 

 

 

 

競技会参加会員（選手）向けアンケートの 

クロス集計分析 
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Ⅰ．クロス集計分析の概要 

 

第Ⅰ-３部では、将来のアスリートの発掘のための若年層への対策や連盟の事業への

理解の促進のために必要な対策等を検討するための基礎資料とするためのクロス集計

分析を行う。 

 

Ⅱ．学校と障がい者水泳 

 

１．水泳を始めたきっかけ 

 

「学校の授業やクラブ活動」が「水泳を始めたきっかけ」となっているのかを「性別」

「年齢」「障害クラス」「障害区分」「受傷・発症区分」別に把握する。 

 

（１）男女別の水泳を始めたきっかけ 

性別について、「学校の授業やクラブ活動」が「水泳を始めたきっかけ」となった

と回答した人は、「男性」で 17.5％、「女性」で 12.5％（全体では 15.6％）となって

おり、男性のほうがやや高い割合となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.学校の授業や

クラブ活動で 

その他のきっか

け 
全体 

男性 
44 207 251

17.5% 82.5% 100.0%

女性 
17 119 136

12.5% 87.5% 100.0%

合計 
61 329 390

15.6% 84.4% 100.0%

※合計には無回答を含む（以下、同様） 
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（２）年齢別の水泳を始めたきっかけ 

年齢別で、「学校の授業やクラブ活動」が「水泳を始めたきっかけ」となったと回

答した人は、「30 歳代」（24.1％）「20 歳未満」（21.8％）「20 歳代」（19.6％）の順に

多く、「40 歳代」（5.6%）「60 歳以上」（6.7％）は少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.学校の授業や

クラブ活動で 

その他のきっか

け 
サンプル数 

20 歳未満 
17 61 78

21.8% 78.2% 100.0%

20 歳代 
10 41 51

19.6% 80.4% 100.0%

30 歳代 
13 41 54 

24.1% 75.9% 100.0%

40 歳代 
4 67 71 

5.6% 94.4% 100.0%

50 歳代 
10 45 55 

18.2% 81.8% 100.0%

60 歳以上 
2 28 30 

6.7% 93.3% 100.0%

合計 
61 329 390 

15.6% 84.4% 100.0%
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（３）障がいクラス（Ｓ）別の水泳を始めたきっかけ 

障がいクラス（Ｓ）別で、「学校の授業やクラブ活動」が「水泳を始めたきっかけ」

となったと回答した人は、「視覚障がいクラス」（45.2%）、「聴覚障がいクラス」（38.5%）

が多く、「身体障がいクラス」では、「クラス 7～10」（15.1％）「クラス 4～6」（7.6%）

「クラス 1～3」（0.0％）と障害が重い方が少なくなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
1.学校の授業やクラ

ブ活動で 
その他のきっかけ サンプル数 

身体障がい（ｸﾗｽ 1～3）  
0 12 12

0.0% 100.0% 100.0%

身体障がい（ｸﾗｽ 4～6） 
5 61 66

7.6% 92.4% 100.0%

身体障がい（ｸﾗｽ 7～10） 
28 157 185

15.1% 84.9% 100.0%

視覚障がい（ｸﾗｽ 11～13） 
14 17 31 

45.2% 54.8% 100.0%

聴覚障がい（ｸﾗｽ 15）   
5 8 13 

38.5% 61.5% 100.0%

軽い障がいｸﾗｽ 21 
2 25 27 

7.4% 92.6% 100.0%

合計 
61 329 390 

15.6% 84.4% 100.0%
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（４）障がい区分別の水泳を始めたきっかけ 

障がい区分別で、「学校の授業やクラブ活動」が「水泳を始めたきっかけ」となっ

たと回答した人は、「視覚障がい」（35.7%）「聴覚障がい」（34.8%）が多く、「脊髄損

傷」（6.3%）「機能障がい」（7.3%）と少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.学校の授業やク

ラブ活動で 
その他のきっかけ サンプル数 

視覚障がい 
15 27 42

35.7% 64.3% 100.0%

脊髄損傷 
2 21 32

6.3% 93.8% 100.0%

切断・欠損 
11 61 72  

15.3% 84.7% 100.0%

脳性マヒ 
13 56 69  

18.8% 81.2% 100.0%

機能障がい 
8 101 109  

7.3% 92.7% 100.0%

聴覚障がい 
8 15 23  

34.8% 65.2% 100.0%

合計 
61 329 390  

15.6% 84.4% 100.0%
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（５）受傷・発症別の水泳を始めたきっかけ 

受傷・発症区分別で、「学校の授業やクラブ活動」が「水泳を始めたきっかけ」と

なったと回答した人は、「先天性障がい」が 21.1％、「中途障がい」が 11.8％（全体

では 15.6%）となっており、先天性障がいのほうがやや高い割合となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

1.学校の授業や

クラブ活動で 
それ以外 サンプル数 

先天性障がい 
32 120 152 

21.1% 78.9% 100.0%

中途障がい 
27 202 229 

11.8% 88.2% 100.0%

合計 
31 359 390 

15.6% 84.4% 100.0%
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２．影響を受けた人物について 

 

「先生などの学校関係者」が「水泳を始めるにあたって影響を受けた人物」となって

いるのかを「性別」「年齢」「障害クラス」「障害区分」「受傷・発症区分」別に把握する。 

 

（１）男女別の影響を受けた人物について 

性別について、「先生などの学校関係者」が「水泳を始めるにあたって影響を受け

た人物」となったと回答した人は、「男性」で 8.8％、「女性」で 5.2％（全体では 7.4％）

となっており、男性のほうがやや高い割合となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

5.先生など学校

関係者 
その他の人物 サンプル数 

男性 
22 229 251

8.8% 91.2% 100.0%

女性 
7 129 136

5.2% 94.9% 100.0%

合計 
29 361 390

7.4% 92.6% 100.0%
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（２）年齢別の影響を受けた人物について 

年齢別で、「先生などの学校関係者」が「水泳を始めるにあたって影響を受けた人

物」となったと回答した人は、「30 歳代」（14.8％）「20 歳代」（11.8％）「20 歳未満」

（10.3％）の順に多く、「40 歳代」「50 歳代」「60 歳以上」は少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
5.先生など学校関係者 その他の人物 サンプル数 

20 歳未満 
8 70 78

10.3% 89.7% 100.0%

20 歳代  
6 45 51

11.8% 88.2% 100.0%

30 歳代  
8 46 54

14.8% 85.2% 100.0%

40 歳代  
2 69 71

2.8% 97.2% 100.0%

50 歳代  
2 53 55

3.6% 97.2% 100.0%

60 歳以上 
2 73 75

2.7% 93.3% 100.0%

合計 
29 361 390

7.4% 92.6% 100.0%
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（３）障害クラス（Ｓ）別の影響を受けた人物について 

障害クラス（Ｓ）別で、「先生などの学校関係者」が「水泳を始めるにあたって影

響を受けた人物」となったと回答した人は、「視覚障がい（クラス 11～13）」が 16.1%

と最も多く、「軽い障がい（クラス 21）」が 3.7%と最も少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
        5.先生など学校関係者 その他の人物 サンプル数 

身体障がい（ｸﾗｽ 1～3）  
1 11 12

8.3% 91.7% 100.0%

身体障がい（ｸﾗｽ 4～6） 
4 62 66

6.1% 93.9% 100.0%

身体障がい（ｸﾗｽ 7～10） 
15 170 185

8.1% 91.9% 100.0%

視覚障がい（ｸﾗｽ 11～13） 
5 26 31

16.1% 83.9% 100.0%

聴覚障がい（ｸﾗｽ 15）   
1 12 13

7.7% 92.3% 100.0%

軽い障がい（ｸﾗｽ 21） 
1 26 27

3.7% 96.3% 100.0%

合計 
29 361 390

7.4% 92.6% 100.0%
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（４）障がい区分別の影響を受けた人物について 

障がい区分別で、「先生などの学校関係者」が「水泳を始めるにあたって影響を受

けた人物」となったと回答した人は、「視覚障がい」（14.3%）「脳性マヒ」（13.0%）

が多く、「機能障害」（3.7%）「聴覚障害」（4.4%）と少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
        5.先生など学校関係者 その他の人物 サンプル数 

視覚障がい 
6 36 42

14.3% 85.7% 100.0%

脊髄損傷  
3 29 32

9.4% 90.6% 100.0%

切断・欠損 
4 68 72

5.6% 94.4% 100.0%

脳性マヒ  
9 60 69

13.0% 87.0% 100.0%

機能障がい 
4 105 109

3.7% 96.3% 100.0%

聴覚障がい 
1 22 23

4.4% 95.7% 100.0%

合計 
6 361 390

14.3% 92.6% 100.0%
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（５）受傷・発症別の影響を受けた人物について 

受傷・発症区分別で、「先生などの学校関係者」が「水泳を始めるにあたって影響

を受けた人物」となったと回答した人は、「先天性障がい」が 11.2％、「中途障がい」

が 5.2％（全体では 7.4%）となっており、先天性障がいのほうがやや高い割合となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
        5.先生など学校関係者 その他の人物 サンプル数 

先天性障がい 
17 135 152

11.2% 88.8% 100.0%

中途障がい 
12 217 229

5.2% 94.8% 100.0%

合計 
29 361 390

7.4% 92.6% 100.0%
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３．学生の意識 

 

問３で「学生・大学院生」と回答した人について、「水泳を始めたきっかけ」「水泳を

始めるにあたって影響を受けた人物」「水泳の目的」を把握する。 

 

（１）水泳を始めたきっかけ（学生・大学院生） 

「学生・大学院生」が水泳を始めたきっかけは、「4.家族のすすめで」が最も多く 49.4%

であった。次いで「6.リハビリで始めた」（26.5%）「1.学校の授業やクラブ活動で」

（24.1%）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1.学校の授

業やクラブ

活動で 

2.医療関係

者のすすめ

で 

3.福祉関係

者のすすめ

で 

4.家族のす

すめで 

5.友人や知

人のすすめ

で 

6.リハビリ

で始めた 

7.受傷・発症

前からして

いた 

20 8 2 41 12 22 5

24.1% 9.6% 2.4% 49.4% 14.5% 26.5% 6.0%

8.国際大会

（ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ

等）を観戦し

て 

9.国内大会

（障がい者ｽ

ﾎﾟｰﾂ大会等）

を観戦して 

10.講習会

や交流会で

紹介されて 

11.ﾃﾚﾋﾞや

雑誌などﾒﾃﾞ

ｨｱを通じて 

12.その他 無回答 サンプル数

1 0 1 0 12 0 83

1.2% 0.0% 1.2% 0.0% 14.5% 0.0% 100.0%
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（２）水泳を始めるにあたって影響を受けた人物（学生・大学院生） 

「学生・大学院生」が水泳を始めるにあたって影響を受けた人物は、「4.父母・兄弟

など」が最も多く 39.8%であった。次いで「6.監督やコーチ」「トップアスリート」（共

に 21.7%）「8.友人や知人」（20.5%）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.医師 

2.理学療法士

など医療関係

者 

3.介護士など

福祉関係者 

4.父母・兄弟な

ど 

5.先生など学

校関係者 

6.監督やコー

チ 

2 6 1 33 9 18

2.4% 7.2% 1.2% 39.8% 10.8% 21.7%

7.トップアス

リート 
8.友人や知人 9.先輩や後輩 10.その他 無回答 サンプル数 

18 17 9 6 3 83

21.7% 20.5% 10.8% 7.2% 3.6% 100.0%
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（３）水泳の目的（学生・大学院生） 

「学生・大学院生」の水泳の目的は、「1.主にパラリンピックなどの競技を目指した

い」が最も多く 72.3%であった。次いで「3.主に健康維持・リハビリの手段として」

（13.37%）（20.5%）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1.主にﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟ

ｯｸなど競技を

目指したい 

2.レクリエー

ションとして

仲間と楽しむ 

3.主に健康維

持・リハビリの

手段として 

4.その他 5.無回答 合計 

60 8 11 4 0 83

72.3% 9.6% 13.3% 4.8% 0.0% 100.0%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



18 
 

Ⅲ．回答者の属性と水泳の目的 

 

ここでは回答者の各属性と「水泳の目的」との関係を把握する。 

なお、「主にパラリンピックなどの競技を目指したい」人の各項目の集計結果につい

ては、第Ⅰ-２部に示したとおりである。ここでは各属性別（例えば男女別）に水泳の

目的を見る。 

 

（１）男女別の水泳の目的 

 性別について、「1.主にパラリンピックなどの競技を目指したい」「2.レクリエーシ

ョンとして仲間と楽しむ」「3.主に健康・リハビリのため」「その他」とした人の比率

は、男性も女性も水泳の目的はほぼ同様の傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.競技を

目指した

い 

2.レクリ

エーショ

ンとして

3.主に健

康維持・リ

ハビリの

ため 

4.その他 5.無回答 
サンプル

数 

男性 110 33 79 27 2 251

43.8% 13.2% 31.5% 10.8% 0.8% 100.0%

女性 61 14 41 19 1 136

44.9% 10.3% 30.2% 14.0% 0.7% 100.0%

合計 171 47 122 46 4 390

43.9% 12.1% 31.3% 11.8% 1.0% 100.0%
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（２）年齢別の水泳の目的 

年齢別では、「1.主にパラリンピックなどの競技を目指したい」とした人は、「20

歳代」（73.1％）「30 歳代」（51.9％）「20 歳代」（49.0％）の順に多い。「60 歳以上」

は 16.0%と少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
1.競技を目

指 したい  

2.レクリエ

ーションと

して  

3.主に健康

維  持・リハ

ビリのため

4.その他   5.無回答   サンプル数  

20 歳未満 
57 7 12 2 0 78

73.1% 9.0% 15.4% 2.6% 0.0% 100.0%

20 歳代 
25 7 11 7 1 51

49.0% 13.7% 21.6% 13.7% 2.0% 100.0%

30 歳代 
28 7 14 5 0 54

51.9% 13.0% 25.9% 9.3% 0.0% 100.0%

40 歳代 
28 7 26 8 2 71

39.4% 9.9% 36.6% 11.3% 2.8% 100.0%

50 歳代 
19 8 20 8 0 55

34.6% 14.6% 36.4% 14.6% 0.0% 100.0%

60 歳以上 
12 11 36 16 0 75

16.0% 14.7% 48.0% 21.3% 0.0% 100.0%

合計 
171 47 122 46 4 390

43.9% 12.1% 31.3% 11.8% 1.0% 100.0%
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（３）障害クラス別の水泳の目的 

障害クラス別では、「1.主にパラリンピックなどの競技を目指したい」人は、身体

障がい（ｸﾗｽ 1～3）75.0%、視覚障がい（ｸﾗｽ 11～13）54.8%が多い。 

また、「2.レクリエーションとして仲間と楽しむ」人は、「聴覚障がい（ｸﾗｽ 15）が

46.2%が多く、「3.主に健康・リハビリのため」人は、「軽い障がい（ｸﾗｽ 21）37.0％

が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.競技を目

指したい 

2.レクリエ

ーションと

して 

3.主に健康

維持・リハ

ビリのため

4.その他 5.無回答 サンプル数

身体障がい 

ｸﾗｽ 1～3  

9 0 3 0 0 12

75.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 100.0%

身体障がい 

ｸﾗｽ 4～6 

31 5 23 7 0 66

47.0% 7.6% 34.9% 10.6% 0.0% 100.0%

身体障がい 

ｸﾗｽ 7～10 

89 23 50 23 0 185

48.1% 12.4% 27.0% 12.4% 0.0% 100.0%

視覚障がい 

ｸﾗｽ 11～13 

17 4 8 2 0 31

54.8% 12.9% 25.8% 6.5% 0.0% 100.0%

聴覚障がい 

ｸﾗｽ 15 

1 6 3 2 1 13

7.7% 46.2% 23.1% 15.4% 7.7% 100.0%

軽い障がい 

ｸﾗｽ 21 

11 2 10 4 0 27

40.7% 7.4% 37.0% 14.8% 0.0% 100.0%

合計 
171 47 122 46 4 390

43.9% 12.1% 31.3% 11.8% 1.0% 100.0%
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（４）障がい区分別の水泳の目的 

障がい区分別では、「1.視覚障がい」「2.脊髄損傷」「3.切断・欠損」「4.脳性マヒ」「5.

機能障がい」はほぼ同様の傾向であるが、「6.聴覚障がい」の人は、「2.レクリエーシ

ョンとして仲間と楽しむ」とした人が 39.1%と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1.競技を目

指したい 

2.レクリエ

ーションと

して 

3.主に健康

維持・リハ

ビリの 

4.その他 5.無回答 サンプル数

視覚障がい 
20 5 10 7 0 42

47.6% 11.9% 23.8% 16.7% 0.0% 100.0%

脊髄損傷 
16 1 10 5 0 32

50.0% 3.1% 31.3% 15.6% 0.0% 100.0%

切断・欠損 
32 10 19 11 0 72

44.4% 13.9% 26.4% 15.3% 0.0% 100.0%

脳性マヒ 
31 12 18 7 1 69

44.9% 17.4% 26.1% 10.1% 1.5% 100.0%

機能障がい 
52 10 37 10 0 109

47.7% 9.2% 33.9% 9.2% 0.0% 100.0%

聴覚障がい 
4 9 5 4 1 23

17.4% 39.1% 21.7% 17.4% 4.4% 100.0%

その他 
16 0 17 2 0 35

45.7% 0.0% 48.6% 5.7% 0.0% 100.0%

合計 
171 47 122 46 4 390

43.9% 12.1% 31.3% 11.8% 1.0% 100.0%
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（５）受傷・発症区分別の水泳の目的 

受傷・発症区分別では、「1.主にパラリンピックなどの競技を目指したい」人の割

合は、「先天性障がい」が 56.6％と高い割合となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1.競技を目

指したい 

2.レクリエ

ーションと

して 

3.主に健康

維 持・リハ

ビリのため

4.その他 5.無回答 サンプル数

先天性障がい 
86 21 32 12 1 152

56.6% 13.8% 21.1% 7.9% 0.7% 100.0%

中途障がい 
83 26 85 34 1 229

36.2% 11.4% 37.1% 14.9% 0.4% 100.0%

合計 
171 47 122 46 4 390

43.9% 12.1% 31.3% 11.8% 1.0% 100.0%
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Ⅵ．連盟の事業への理解の促進 

 

１．回答者の属性と連盟の事業内容の認知度 

 

ここでは回答者の各属性と「連盟の事業内容の認知度」との関係を把握する。 

 

（１）男女別の事業内容の認知度 

性別について、連盟の事業内容を「1.よく知っている」「2.少し知っている」とし

た人は、「男性」（26.3%）のほうが「女性」（20.6%）よりもやや高い割合になってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
1.よく知って

いる 

2.少しは知っ

ている 

3.よく知らな

い 
4.無回答 サンプル数 

男性 
66 118 58 9 251 

26.3% 47.0% 23.1% 3.6% 100.0% 

女性 
28 66 41 1 136 

20.6% 48.5% 30.2% 0.7% 100.0% 

合計 
94 185 101 10 390 

24.1% 47.4% 25.9% 2.6% 100.0% 
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（２）年齢別の事業内容の認知度 

年齢別では、「1.よく知っている」「2.少し知っている」の合計が高い割合であるの

は、「20 歳代」の 78.4%であった（全体では 71.5%）。一方最も低い割合であるのは、

「40 歳代」の 66.3%であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
1.よく知って

いる 

2.少しは知っ

ている 

3.良く知らな

い 
4.無回答 サンプル数 

20 歳未満 
20 35 22 1 78

25.6% 44.9% 28.2% 1.3% 100.0%

20 歳代 
10 30 9 2 51

19.6% 58.8% 17.7% 3.9% 100.0%

30 歳代 
14 25 15 0 54

25.9% 46.3% 27.8% 0.0% 100.0%

40 歳代 
18 29 21 3 71

25.4% 40.9% 29.6% 4.2% 100.0%

50 歳代 
15 25 13 2 55

27.3% 45.5% 23.6% 3.6% 100.0%

60 歳以上 
17 37 19 2 75

22.7% 49.3% 25.3% 2.7% 100.0%

合計 
94 185 101 10 390

24.1% 47.4% 25.9% 2.6% 100.0%
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（３）障がい区分別の事業内容の認知度 

障がい区分別では、「1.よく知っている」「2.少し知っている」の合計が高い割合で

あるのは、「聴覚障害」「脳性マヒ」「切断・欠損」の人で、それぞれ 82.6%、78.3%、

77.7%であった。一方低い割合であるのは、「視覚障がい」64.3%、「機能障がい」66.0%

であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
1.よく知って

いる 

2.少しは知っ

ている 

3.良く知らな

い 
4.無回答 サンプル数 

視覚障がい 
9 18 14 1 42

21.4% 42.9% 33.3% 2.4% 100.0%

脊髄損傷 
7 17 8 0 32

21.9% 53.1% 25.0% 0.0% 100.0%

切断・欠損 
23 33 15 1 72

31.9% 45.8% 20.8% 1.4% 100.0%

脳性マヒ 
18 36 13 2 69

26.1% 52.2% 18.8% 2.9% 100.0%

機能障がい 
25 47 32 5 109

22.9% 43.1% 29.4% 4.6% 100.0%

聴覚障がい 
7 12 3 1 23

30.4% 52.2% 13.0% 4.4% 100.0%

合計 
94 185 101 10 390

24.1% 47.4% 25.9% 2.6% 100.0%
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２．回答者の属性と連盟ＨＰの認知度 

 

ここでは回答者の各属性と「連盟ＨＰの認知度」との関係を把握する。 

 

（１）男女別の連盟ＨＰの認知度 

まず性別について、「1. 常に見ている」「2. 時々見ている」とした人は、「男性」

のほうが「女性」よりもやや高い割合になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.常に見て

いる 

2.時々見て

いる 

3.見ていな

い 

4.ＨＰがあ

ることを知

らない 

5.無回答 サンプル数

男性 
47 133 56 8 7 251

18.7% 53.0% 22.3% 3.2% 2.8% 100.0%

女性 
23 70 33 9 1 136

16.9% 51.5% 24.3% 6.6% 0.7% 100.0%

合計 
70 204 91 17 8 390

18.0% 52.3% 23.3% 4.4% 2.1% 100.0%
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（２）年齢別の連盟ＨＰの認知度 

年齢別では、「1. 常に見ている」「2. 時々見ている」の合計が高い割合であるのは、

「30 歳代」76.5%、「20 歳代」76.5%であった。一方最も低い割合であるのは、「60

歳以上」の 58.7%であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.常に見て

いる 

2.時々見て

いる 

3.見ていな

い 

4.ＨＰがあ

ることを知

らない 

5.無回答 サンプル数

20 歳未満 
20 34 18 5 1 78

25.6% 43.6% 23.1% 6.4% 1.3% 100.0%

20 歳代 
8 31 11 0 1 51

15.7% 60.8% 21.6% 0.0% 2.0% 100.0%

30 歳代 
11 31 11 1 0 54

20.4% 57.4% 20.4% 1.9% 0.0% 100.0%

40 歳代 
14 38 13 3 3 71

19.7% 53.5% 18.3% 4.2% 4.2% 100.0%

50 歳代 
11 29 11 2 2 55

20.0% 52.7% 20.0% 3.6% 3.6% 100.0%

60 歳以上 
6 38 24 6 1 75

8.0% 50.7% 32.0% 8.0% 1.3% 100.0%

合計 
70 204 91 17 8 390

18.0% 52.3% 23.3% 4.4% 2.1% 100.0%
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（３）障がい区分別の連盟ＨＰの認知度 

障がい区分別では、「1. 常に見ている」「2. 時々見ている」の合計が高い割合であ

るのは、「聴覚障がい」「脳性マヒ」「脊髄損傷」の人で、それぞれ 87.0%、78.2%、

75.0%であった。一方低い割合であるのは、「視覚障がい」61.9%、「機能障がい」64.2%

であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 常 に 見 て

いる 

2. 時 々 見 て

いる 

3. 見 て い な

い 

4. Ｈ Ｐ が あ

る こ と を 知

らない 

5.無回答 サンプル数

視覚障がい 
7 19 14 1 1 42

16.7% 45.2% 33.3% 2.4% 2.4% 100.0%

脊髄損傷 
9 15 6 2 0 32

28.1% 46.9% 18.8% 6.3% 0.0% 100.0%

切断・欠損 
15 38 16 2 1 72

20.8% 52.8% 22.2% 2.8% 1.4% 100.0%

脳性マヒ 
13 41 11 2 2 69

18.8% 59.4% 15.9% 2.9% 2.9% 100.0%

機能障がい 
17 53 28 8 3 109

15.6% 48.6% 25.7% 7.3% 2.8% 100.0%

聴覚障がい 
4 16 2 0 1 23

17.4% 69.6% 8.7% 0.0% 4.4% 100.0%

合計 
70 204 91 17 8 390

18.0% 52.3% 23.3% 4.4% 2.1% 100.0%
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